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一
．
基
幹
産
業
の
漁
業
と
観
光
産
業

　
　

に
よ
る
経
済
の
活
性
化

町　
　

政

町　
　

政

執
行
方
針

執
行
方
針

町　
　

政

執
行
方
針

 住みよいまち住みよいまち
安全で安心な
 住みよいまち
安全で安心な
 住みよいまち

平成30年度平成30年度

果
を
見
る
と
き
「
育
て
と
る
漁
業
」
「
管
理
す
る

漁
業
」
が
重
要
で
あ
る
と
、
改
め
て
認
識
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
こ
数
年
来
、
非
常
に
心
配
し
て
お
り

ま
し
た
ウ
ニ
資
源
に
つ
い
て
、
回
復
傾
向
に
転
じ

て
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
、
喜
ば
し
い
こ

と
で
あ
り
ま
す
が
、
一
方
で
は
磯
焼
海
域
が
拡
大

し
て
い
る
と
の
情
報
に
も
接
し
、
コ
ン
ブ
の
減
産
、

ウ
ニ
類
の
歩
留
ま
り
低
下
が
懸
念
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
藻
場
の
回
復
・
造
成
等
に
も
取
り
組
ん
で
い

く
必
要
が
あ
る
と
思
料
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
先

人
が
取
り
組
ん
で
き
た
事
例
に
学
び
な
が
ら
、
漁

業
者
・
漁
協
・
行
政
が
力
を
合
わ
せ
、
自
然
の
摂

理
に
か
な
っ
た
資
源
の
管
理
や
育
成
に
取
り
組
ん

で
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

さ
て
、
新
年
度
の
水
産
振
興
に
対
す
る
取
り
組

み
で
あ
り
ま
す
が
、
ま
ず
、
漁
業
後
継
者
に
つ
い

て
は
、
本
年
新
た
に
四
名
が
組
合
員
と
な
り
、
こ

の
う
ち
二
名
に
報
償
を
贈
呈
す
る
予
定
で
い
る
ほ

か
、
去
る
二
月
十
七
日
に
札
幌
市
で
行
わ
れ
た
北

海
道
漁
業
就
業
支
援
フ
ェ
ア
に
お
い
て
一
名
の
漁

業
就
業
希
望
者
が
決
定
し
て
お
り
、
基
幹
産
業
を

維
持
し
て
い
く
た
め
に
も
今
後
も
支
援
体
制
の
充

実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
漁
場
の
生
産
力
向
上
の
た
め
、
離
島
漁

業
再
生
支
援
交
付
金
を
活
用
し
た
取
組
と
し
て
ウ

ニ
・
ナ
マ
コ
・
ア
ワ
ビ
等
の
種
苗
放
流
や
移
植
事

業
な
ど
の
各
種
対
策
へ
の
支
援
を
継
続
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

漁
場
開
発
で
は
、
鬼
脇
南
部
地
区
並
び
に
鴛
泊

地
区
で
魚
礁
設
置
工
事
、
南
浜
漁
港
内
増
殖
場
造

成
工
事
は
北
海
道
が
事
業
主
体
と
な
っ
て
実
施
さ

れ
、
漁
場
の
拡
大
に
よ
る
生
産
増
加
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

　

漁
港
関
係
で
は
、
機
能
保
全
事
業
と
し
て
鬼
脇

漁
港
の
南
浜
地
区
で
南
護
岸
の
調
査
設
計
、
旭
浜

地
区
で
は
南
護
岸
改
良
、
雄
忠
志
内
漁
港
で
は
北

護
岸
と
浮
桟
橋
改
良
、
北
防
波
堤
の
調
査
設
計
、

本
泊
漁
港
で
は
北
防
波
堤
改
良
が
そ
れ
ぞ
れ
実
施

さ
れ
、
海
岸
関
係
で
は
雄
忠
志
内
海
岸
津
波
・
高

潮
危
機
管
理
対
策
緊
急
事
業
の
測
量
設
計
が
実
施

さ
れ
る
な
ど
、
こ
れ
ま
で
要
望
活
動
を
行
っ
て
き

た
も
の
が
順
次
実
施
さ
れ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

港
湾
整
備
で
は
国
直
轄
工
事
と
し
て
鴛
泊
港
鬼

脇
港
区
の
防
波
堤
改
良
工
事
が
継
続
し
て
実
施
さ

れ
る
ほ
か
、
鴛
泊
港
本
港
の
浚
渫
工
事
や
両
港
の

漁
船
上
架
施
設
ワ
イ
ヤ
ー
交
換
の
実
施
な
ど
船
舶

の
安
全
確
保
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

【
観
光
に
つ
い
て
】

　

平
成
二
十
九
年
度
上
期
に
お
け
る
観
光
客
の
入

込
数
は
十
三
万
八
百
人
で
、
前
年
の
同
期
対
比
で

六
千
六
百
人
の
増
、
宿
泊
客
延
数
は
七
万
三
千
人

で
二
千
二
百
人
の
増
、
外
国
人
観
光
客
の
延
宿
泊

者
数
は
二
千
六
百
八
十
七
人
で
千
七
十
人
の
増
と

な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
町
や
観
光
協
会
を
は

じ
め
、
近
隣
市
町
村
や
関
係
団
体
と
連
携
し
た
観

光
客
誘
致
、
「
き
た
北
海
道
広
域
観
光
周
遊
ル
ー

ト
推
進
事
業
」
に
よ
る
外
国
人
観
光
客
誘
致
活
動

の
展
開
な
ど
、
こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た
取
組
が
芽

を
出
し
て
き
た
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
町
内
や
島
内
外
の
い
ろ
い
ろ
な
人
た
ち

が
f
a
c
e
b
o
o
k
（
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
）
な

ど
の
S
N
S
（
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン

グ
・
サ
ー
ビ
ス
）
で
様
々
な
情
報
発
信
を
し
て
い

る
こ
と
も
、
観
光
客
増
加
の
一
因
と
考
え
て
お
り
、

こ
れ
か
ら
も
積
極
的
に
島
の
情
報
発
信
を
し
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

新
年
度
に
お
い
て
も
、
観
光
客
の
増
加
は
も
と

よ
り
、
「
も
う
一
泊
」
へ
の
取
組
と
し
て
、
地
域

に
お
い
て
「
体
験
」
「
交
流
」
「
学
習
」
の
体
験

メ
ニ
ュ
ー
と
な
り
う
る
資
源
の
掘
り
起
こ
し
と
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
に
よ
る
検
討
・
充
実
化
、
新
た
な
資

し
ま
し
た
が
、
二
期
目
も
基
本
的
な
考
え
を
変
え

ず
、
町
長
就
任
当
初
か
ら
申
し
上
げ
て
い
る
五
点

の
政
策
方
針
を
更
に
充
実
さ
せ
る
た
め
、
町
政
を

執
行
し
て
ま
い
り
ま
す
。

「
平
成
三
十
年
度
町
政
執
行
の
目
標
」

1　

基
幹
産
業
の
漁
業
と
観
光
産
業
に
よ
る
経
済

　
　

の
活
性
化

2　

離
島
地
域
の
格
差
是
正
に
向
け
た
生
活
基
盤

　
　

の
改
善

3　

町
民
の
命
を
守
る
防
災
・
減
災
の
整
備
促
進

4　

制
度
改
正
に
対
応
し
た
き
め
細
か
な
保
健
福

　
　

祉
・
介
護
・
医
療

5　

子
ど
も
達
の
健
や
か
な
心
を
育
み
町
民
の
心

　
　

豊
か
な
生
涯
教
育
の
環
境
整
備

【
水
産
業
に
つ
い
て
】

　

本
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
水
産
業
の
状
況
に
つ

き
ま
し
て
は
、
昨
年
の
利
尻
漁
協
に
お
け
る
町
内

の
漁
業
生
産
額
は
、
昨
年
を
約
一
億
八
千
六
百
万

円
上
回
る
十
九
億
六
千
六
百
四
十
五
万
円
と
な
り

ま
し
た
。

　

そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
天
然
昆
布
の
約
二
億

円
の
大
減
産
を
始
め
ノ
ナ
・
ア
ワ
ビ
等
も
減
産
と

な
っ
た
一
方
で
、
ウ
ニ
・
ナ
マ
コ
・
サ
ケ
・
養
殖

昆
布
等
の
水
揚
げ
が
大
き
く
伸
び
、
天
然
昆
布
等

の
減
産
を
補
っ
て
あ
ま
り
あ
る
結
果
と
な
り
ま
し

た
。

　

こ
れ
ら
水
揚
げ
が
伸
び
た
魚
種
に
共
通
す
る
こ

と
は
、
種
苗
放
流
や
移
植
放
流
を
行
っ
て
い
る
、

稚
魚
の
放
流
を
行
っ
て
い
る
、
育
成
管
理
を
行
っ

て
い
る
な
ど
、
人
の
手
を
入
れ
て
取
り
組
ん
で
い

る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　

当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
自
然
環
境
や
操
業
回
数

な
ど
で
生
産
量
は
変
動
い
た
し
ま
す
が
、
こ
の
結

　

平
成
三
十
年
利
尻
富
士
町
議
会
定
例
会
三
月
会

議
の
開
会
に
あ
た
り
、
町
政
執
行
に
臨
む
私
の
所

信
と
施
策
の
基
本
的
な
方
針
を
申
し
上
げ
、
議
員

各
位
並
び
に
町
民
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

私
は
、
昨
年
の
町
長
選
挙
に
お
い
て
議
会
の
皆

様
、
町
民
の
皆
様
方
の
心
温
ま
る
多
く
の
激
励
、

絶
大
な
る
ご
支
援
に
よ
り
、
二
期
目
も
無
投
票
当

選
と
い
う
最
高
の
栄
誉
を
与
え
て
下
さ
っ
た
こ
と

に
御
礼
申
し
上
げ
、
更
な
る
重
責
を
感
じ
な
が
ら

町
政
運
営
に
邁
進
し
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

今
定
例
会
で
上
程
し
て
お
り
ま
す
「
利
尻
富
士

町
ま
ち
づ
く
り
創
造
総
合
計
画
」
を
最
上
位
計
画

と
し
て
「
利
尻
富
士
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
総
合
戦
略
」
と
抱
き
合
せ
つ
つ
、
こ
の
ま
ち
の

目
指
す
べ
き
将
来
像
が
実
現
で
き
る
よ
う
町
民
皆

様
と
一
体
と
な
っ
て
地
域
経
済
の
活
性
化
、
住
民

福
祉
の
向
上
、
安
全
安
心
な
住
民
生
活
、
安
定
し

た
財
政
基
盤
を
つ
く
る
こ
と
に
引
き
続
き
全
力
を

傾
注
し
、
昨
年
十
二
月
の
定
例
会
で
所
信
表
明
を
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二
．
離
島
地
域
の
格
差
是
正
に
向
け

　
　

た
生
活
基
盤
の
改
善

　

通
年
運
航
の
J
A
L
（
利
尻
―
丘
珠
間
）
は
、

昨
年
行
い
ま
し
た
春
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
及

び
、
お
盆
期
間
の
増
便
に
つ
き
ま
し
て
も
運
航
す

る
予
定
で
す
し
、
海
の
日
を
含
む
七
月
十
四
日
か

ら
十
六
日
ま
で
、
敬
老
の
日
を
含
む
九
月
十
五
日

か
ら
十
七
日
ま
で
と
秋
分
の
日
を
含
む
九
月
二
十

二
日
か
ら
二
十
四
日
ま
で
、
体
育
の
日
を
含
む
十

月
六
日
か
ら
八
日
ま
で
の
、
そ
れ
ぞ
れ
三
連
休
に

お
い
て
増
便
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
運
航

時
間
な
ど
決
定
次
第
、
周
知
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
季
節
運
航
と
な
っ
て
い
る
A
N
A
（
利

尻
―
千
歳
間
）
は
、
本
年
も
六
月
か
ら
九
月
ま
で

の
四
カ
月
間
運
航
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、

今
後
も
離
島
住
民
の
生
活
、
医
療
、
観
光
、
経
済

の
活
性
化
に
必
要
不
可
欠
な
生
活
路
線
で
あ
り
ま

す
の
で
運
航
事
業
者
に
赴
き
、
航
空
路
線
の
維
持

・
存
続
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

【
道
路
・
市
街
地
整
備
関
係
に
つ
い
て
】

　

地
域
の
要
望
を
踏
ま
え
ま
し
て
本
泊
漁
港
線
の

側
溝
改
修
と
野
塚
八
号
線
の
防
護
柵
改
修
。

　

改
良
工
事
で
は
、
鬼
脇
市
街
一
号
線
（
鬼
脇
除

雪
セ
ン
タ
ー
か
ら
小
中
併
置
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
ま
で
）

と
利
尻
小
学
校
・
鬼
脇
中
学
校
併
置
校
前
道
路
と

合
わ
せ
て
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

雪
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
全
国
的
に
も
局
地

的
暴
風
雪
な
ど
不
安
定
な
気
象
状
況
が
続
き
本
町

も
例
年
に
な
い
大
雪
と
な
り
ま
し
た
が
、
冬
期
間

の
町
民
の
皆
様
方
の
安
全
な
通
行
は
下
よ
り
、
児

童
生
徒
が
安
心
し
て
登
下
校
で
き
る
よ
う
歩
道
を

確
保
す
る
た
め
、
小
型
ロ
ー
タ
リ
除
雪
車
一
台
を

増
強
し
除
排
雪
体
制
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

　

道
道
整
備
事
業
で
は
、
鴛
泊
市
街
地
整
備
が
平

成
二
九
年
度
で
全
体
の
物
件
補
償
契
約
も
完
了
し
、

一
部
三
十
年
度
へ
繰
越
し
を
行
い
解
体
等
実
施
す

る
物
件
も
あ
り
ま
す
が
、
本
工
事
の
残
り
四
百
ｍ

も
含
め
平
成
三
十
年
度
で
事
業
の
完
了
と
な
り
、

源
と
し
て
海
浜
公
園
開
発
の
検
討
な
ど
、
地
域
の

観
光
事
業
者
へ
の
経
済
波
及
効
果
を
見
据
え
た
滞

在
型
観
光
の
促
進
を
図
る
ほ
か
、
観
光
協
会
の
運

営
や
取
組
に
対
す
る
支
援
と
と
も
に
、
フ
ァ
ミ
リ

ー
キ
ャ
ン
プ
場
の
維
持
補
修
や
外
国
人
観
光
客
の

利
便
性
向
上
を
目
的
と
し
た
、
さ
わ
や
か
ト
イ
レ

等
の
多
言
語
表
示
板
の
設
置
や
一
部
洋
式
化
な
ど

各
施
設
の
機
能
整
備
も
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

【
生
活
路
線
に
つ
い
て
】

　

昨
年
四
月
か
ら
施
行
さ
れ
ま
し
た
有
人
国
境
離

島
特
別
措
置
法
に
よ
り
、
航
路
・
航
空
路
運
賃
の

低
廉
化
、
水
産
物
等
輸
送
費
の
負
担
軽
減
、
滞
在

型
観
光
の
促
進
、
雇
用
機
会
の
拡
充
等
の
振
興
策

に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
離
島
に
お

け
る
漁
場
生
産
力
の
向
上
な
ど
の
支
援
と
し
て
交

付
さ
れ
る
離
島
漁
業
再
生
支
援
交
付
金
、
国
が
直

接
販
売
業
者
に
支
援
す
る
離
島
ガ
ソ
リ
ン
流
通
コ

ス
ト
支
援
事
業
に
つ
い
て
も
引
き
続
き
実
施
さ
れ

ま
す
。

　

航
空
路
線
運
賃

に
つ
き
ま
し
て
は
、

全
日
空
（
A
N
A
）

・
日
本
航
空
（
J

A
L
）
と
も
に
、

お
客
様
の
よ
り
良

い
利
便
性
及
び
負

担
軽
減
を
図
る
た

め
、
従
来
よ
り
行

っ
て
お
り
ま
す
離

島
住
民
割
引
制
度

等
の
助
成
に
つ
い

て
継
続
し
て
ま
い

り
ま
す
。

で
安
定
し
た
飲
料
水
の
供
給
が
図
れ
る
よ
う
適
正

な
維
持
管
理
に
努
め
る
と
と
も
に
、
下
水
道
関
係

で
は
、
下
水
道
処
理
施
設
の
機
能
を
持
続
的
か
つ

安
定
的
に
維
持
す
る
た
め
塩
害
・
老
朽
化
・
耐
用

年
数
が
経
過
し
た
機
器
等
の
更
新
に
ス
ト
ッ
ク
マ

ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
計
画
を
策
定
し
、
快
適
な
生
活
が

で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

以
上
の
と
お
り
、
離
島
地
域
で
生
活
し
て
い
る

住
民
が
、
本
土
と
の
格
差
を
是
正
し
解
消
し
て
い

く
た
め
に
も
国
や
北
海
道
に
対
し
て
離
島
の
実
情

を
訴
え
、
耳
を
傾
け
て
い
た
だ
き
、
地
域
住
民
の

生
活
基
盤
の
改
善
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

【
防
災
・
減
災
に
つ
い
て
】

　

異
常
気
象
に
よ
る
大
雨
や
洪
水
、
暴
風
、
高
波

に
よ
る
災
害
が
常
態
化
し
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

毎
年
の
よ
う
に
住
民
の
避
難
が
余
儀
な
く
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
自
治
会
単
位
に
よ
る

自
主
防
災
組
織
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

町
内
全
世
帯
に
配
置
さ
れ
て
い
る
I
P
告
知
シ

ス
テ
ム
は
、
平
成
二
十
二
年
度
に
整
備
し
て
以
来

七
年
が
経
過
し
て
い
ま
す
が
、
機
器
の
保
守
期
限

も
迫
っ
て
お
り
、
こ
の
更
新
に
は
高
額
な
費
用
が

掛
か
る
た
め
、
昨
年
か
ら
関
係
自
治
体
と
研
究
会

に
お
い
て
検
討
を
重
ね
、
今
年
度
か
ら
協
議
会
に

移
行
す
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
今
後
を
見
据
え

た
シ
ス
テ
ム
更
新
に
向
け
た
作
業
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

【
消
防
関
係
に
つ
い
て
】

　

四
十
年
経
過
し
老
朽
化
し
て
い
る
消
防
支
署
庁

舎
の
建
て
替
え
の
た
め
、
本
年
度
完
成
を
目
指
し

て
鋭
意
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

救
急
業
務
に
つ
き
ま
し
て
も
救
急
救
命
士
八
名

雄
忠
志
内
地
区
・
鰊
泊
地
区
で
は
本
工
事
、
旭
浜

地
区
は
用
地
・
物
件
補
償
が
予
定
さ
れ
て
お
り
ま

す
。

　

道
道
は
、
当
町
に
お
い
て
唯
一
の
幹
線
道
路
で

あ
り
住
民
生
活
・
経
済
・
観
光
な
ど
、
重
要
な
道

路
で
す
の
で
、
安
全
・
安
心
な
生
活
を
確
保
す
る

た
め
引
き
続
き
改
築
等
の
推
進
に
つ
い
て
要
請
い

た
し
ま
す
。

【
住
宅
施
策
に
つ
い
て
】

　

町
営
住
宅
に
つ
い
て
は
、
利
尻
富
士
町
長
寿
命

化
計
画
に
基
づ
き
、
富
士
野
団
地
一
棟
四
戸
、
第

二
舟
見
ヶ
丘
団
地
一
棟
四
戸
の
改
善
工
事
を
実
施

し
、
快
適
な
住
ま
い
を
長
期
的
に
維
持
管
理
し
て

行
け
る
よ
う
引
き
続
き
実
施
い
た
し
ま
す
。

　

住
環
境
施
策
に
つ
い
て
は
、
町
内
の
遊
休
町
有

地
を
個
人
住
宅
の
建
設
・
民
間
賃
貸
住
宅
建
設
へ

の
用
地
と
し
て
利
活
用
を
進
め
、
民
間
賃
貸
住
宅

を
建
設
希
望
の
個
人
・
法
人
の
方
に
建
設
費
用
の

一
部
を
補
助
す
る
支
援
制
度
等
の
創
設
を
図
り
、

民
間
の
活
力
に
よ
る
良
質
な
賃
貸
住
宅
の
普
及
と

建
設
を
促
進
し
、
地
域
経
済
の
活
性
化
と
定
住
人

口
の
確
保
に
繋
げ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

【
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
】

　

既
に
策
定
し
て
お
り
ま
す
鴛
泊
市
街
地
マ
ス
タ

ー
プ
ラ
ン
・
街
並
み
環
境
整
備
方
針
を
鴛
泊
市
街

地
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
、
鴛
泊
市
街
地
整
備
促
進

期
成
会
の
皆
様
と
再
度
検
討
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

構
想
と
現
状
を
踏
ま
え
空
地
等
の
利
活
用
の
検
討

も
含
め
調
査
し
計
画
の
見
直
し
を
進
め
、
街
並
み

整
備
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

【
水
道
事
業
に
つ
い
て
】

　

簡
易
水
道
関
係
で
は
、
町
民
の
皆
様
が
安
心
し

て
日
常
生
活
を
営
ん
で
い
た
だ
く
た
め
に
、
良
質

三
．
町
民
の
命
を
守
る
防
災

　
　
　
　
　
　
　

減
災
の
整
備
促
進
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医
療
や
介
護
が
必
要
に
な
っ
て
も
住
み
慣
れ
た
地

域
で
自
分
ら
し
い
暮
ら
し
を
生
涯
続
け
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
（
医
療

・
介
護
・
予
防
・
住
ま
い
・
生
活
支
援
が
包
括
的

に
確
保
さ
れ
る
体
制
）
を
構
築
す
る
た
め
の
取
り

組
み
を
推
進
し
、
今
年
度
も
低
所
得
者
層
を
対
象

と
し
た
燃
料
購
入
扶
助
事
業
を
継
続
し
て
実
施
し

ま
す
。

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
施
設
の
運
営
に
あ
た
っ
て
は
、

利
用
者
の
意
向
を
十
分
に
尊
重
し
、
保
健
・
医
療

・
福
祉
の
関
連
す
る
サ
ー
ビ
ス
と
連
携
を
密
に
し

な
が
ら
、
利
用
者
や
家
族
か
ら
信
頼
さ
れ
納
得
が

得
ら
れ
る
質
の
高
い
心
の
こ
も
っ
た
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
で
き
る
よ
う
指
導
の
徹
底
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

　

秀
峰
園
で
は
、
老
朽
化
し
た
施
設
建
設
の
た
め

実
施
設
計
業
務
に
着
手
し
、
次
年
度
以
降
の
建
設

を
計
画
し
て
お
り
、
適
切
な
人
材
確
保
と
職
員
研

修
に
万
全
を
期
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
は
、
通
所
用
送
迎
車
を
更

新
し
、
利
用
者
の
利
便
性
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

　

利
尻
島
老
人
保
健
施
設
で
は
、
リ
ハ
ビ
リ
用
備

品
と
し
て
歩
行
練
習
用
階
段
を
整
備
し
、
利
用
者

の
ニ
ー
ズ
に
適
応
し
た
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
も
と
、
効

率
的
か
つ
計
画
的
に
創
意
工
夫
を
も
っ
た
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
に
努
め
ま
す
。

【
障
が
い
者
福
祉
施
策
に
つ
い
て
】

　

新
た
に
作
成
し
た
「
第
五
期
利
尻
富
士
町
障
が

い
福
祉
計
画
」
に
基
づ
き
、
地
域
社
会
で
自
立
し

た
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
相
談
支
援
、

関
係
団
体
と
の
連
携
を
強
化
し
た
サ
ー
ビ
ス
体
制

の
充
実
を
図
り
つ
つ
、
長
期
に
わ
た
る
治
療
が
必

要
な
難
病
者
や
小
児
慢
性
特
定
疾
病
等
に
対
す
る
、

島
外
の
医
療
機
関
へ
通
院
す
る
際
の
交
通
費
や
宿

泊
費
の
一
部
助
成
を
継
続
す
る
と
と
も
に
良
好
な

療
養
生
活
が
維
持
で
き
る
よ
う
に
専
門
医
療
機
関

・
野
中
地
区
の
保
育
事
業
が
予
定
さ
れ
て
お
り
ま

す
。

【
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
】

　

町
民
一
人
ひ
と
り
が
健
や
か
で
生
き
生
き
と
心

豊
か
な
暮
ら
し
を
進
め
る
に
は
、
自
ら
健
康
に
関

心
を
持
ち
、
生
涯
を
通
じ
て
共
に
支
え
あ
う
健
康

づ
く
り
に
取
り
組
め
る
よ
う
な
環
境
づ
く
り
が
重

要
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
各
自
治
会
や
保
健
福
祉
推
進
員
の

協
力
を
得
な
が
ら
各
種
の
保
健
事
業
に
取
り
組
む

と
と
も
に
、
運
動
習
慣
と
し
て
の
「
利
尻
富
士
町

健
康
体
操
」
の
定
着
化
の
た
め
、
健
康
体
操
マ
イ

ス
タ
ー
の
活
躍
の
場
の
拡
大
と
若
年
層
へ
の
普
及

・
啓
発
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
二
十
七
年
度
か
ら
始
め
た
「
す
こ

や
か
健
診
た
め
得
ポ
イ
ン
ト
事
業
」
に
よ
り
、
す

こ
や
か
健
診
の
三
年
継
続
受
診
者
へ
の
「
が
ん
検

診
無
料
特
典
」
が
三
十
年
度
か
ら
活
用
で
き
る
こ

と
も
あ
っ
て
、
受
診
率
向
上
が
期
待
さ
れ
ま
す
が
、

今
後
も
引
き
続
き
早
期
発
見
・
早
期
治
療
に
繋
が

る
指
導
体
制
を
強
化
し
、
さ
ら
に
本
町
の
喫
煙
率

は
男
女
共
に
全
国
、
全
道
平
均
を
上
回
っ
て
お
り
、

特
に
喉
頭
が
ん
や
肺
が
ん
、
慢
性
閉
塞
性
肺
疾
患

等
の
発
症
リ
ス
ク
を
高
め
る
ば
か
り
で
な
く
家
庭

や
職
場
で
の
受
動
喫
煙
と
い
う
課
題
も
大
き
い
こ

と
か
ら
、
国
の
受
動
喫
煙
対
策
に
先
駆
け
昨
年
度

よ
り
禁
煙
外
来
費
用
の
助
成
を
導
入
し
て
お
り
、

新
た
に
鴛
泊
診
療
所
の
禁
煙
外
来
の
開
設
を
め
ざ

し
準
備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

【
地
域
福
祉
・
高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て
】

　

高
齢
者
福
祉
で
は
、
本
町
の
高
齢
化
率
は
三
十

七
.
八
％
に
達
し
て
お
り
、
超
高
齢
社
会
の
中
で

体
制
を
維
持
し
、
救
急
隊
員
の
増
員
の
必
要
性
か

ら
救
急
業
務
資
格
を
習
得
さ
せ
る
た
め
、
職
員
を

消
防
学
校
へ
受
講
さ
せ
る
と
と
も
に
、
消
防
学
校

消
防
団
幹
部
教
育
課
程
へ
入
校
さ
せ
知
識
・
技
術

の
向
上
を
図
り
ま
す
。

【
治
山
・
防
水
・
砂
防
関
係
に
つ
い
て
】

　

平
成
二
十
八
年
九
月
六
日
の
豪
雨
に
よ
り
、
ヤ

ム
ナ
イ
沢
・
ア
フ
ト
ロ
マ
ナ
イ
川
・
オ
チ
ウ
シ
ナ

イ
川
・
深
内
沢
か
ら
土
石
流
と
な
り
海
中
へ
の
土

石
流
出
、
治
山
・
砂
防
施
設
内
へ
の
土
砂
過
堆
積

等
の
河
川
災
害
が
発
生
し
、
昨
年
よ
り
各
河
川
に

お
い
て
災
害
復
旧
対
策
を
実
施
し
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
し
た
排
土
・
治
山
堰
堤
の
事
業
が
、
本
年

三
月
中
旬
で
完
了
と
な
る
予
定
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
災
害
復
旧
対
応
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、
町

議
会
を
は
じ
め
各
関
係
機
関
の
皆
様
に
ご
尽
力
い

た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
大
変
感
謝
し
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　

今
後
も
、
治
山
・
砂
防
施
設
は
地
域
住
民
の
生

命
・
財
産
を
守
る
重
要
な
施
設
で
す
の
で
、
国
や

北
海
道
、
関
係
機
関
に
町
民
が
安
心
し
て
生
活
で

き
る
よ
う
要
請
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
年
度
の
宗
谷
森
林
管
理
署
事
業
に
つ
き
ま
し

て
、
治
山
事
業
で
は
、
湾
内
地
区
の
人
家
裏
の
土

砂
流
出
法
面
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
法
枠
設
置
工
事
を

継
続
事
業
で
実
施
し
、
森
林
・
保
安
林
整
備
で
は

防
火
線
刈
払
い
等
を
町
内
各
地
区
で
予
定
を
し
て

お
り
ま
す
。

　

稚
内
建
設
管
理
部
の
砂
防
事
業
で
は
、
オ
チ
ウ

シ
ナ
イ
川
四
号
ダ
ム
の
過
剰
堆
積
と
な
っ
て
い
る

土
砂
の
排
土
を
補
正
予
算
に
よ
り
実
施
し
、
通
常

予
算
で
は
管
理
用
道
路
の
付
替
工
事
と
リ
ヤ
ウ
シ

ナ
イ
川
で
は
、
堰
堤
の
嵩
上
げ
・
土
石
落
下
防
止

対
策
の
実
施
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　

宗
谷
総
合
振
興
局
林
務
課
で
は
、
前
年
度
か
ら

の
継
続
事
業
に
よ
る
ヤ
ム
ナ
イ
沢
床
固
工
、
鬼
脇

と
の
連
携
強
化
や
相
談
支
援
体
制
の
整
備
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

【
児
童
福
祉
・
少
子
化
対
策
に
つ
い
て
】

　

「
利
尻
富
士
町
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計

画
」
に
よ
り
、
本
町
の
実
情
に
応
じ
た
子
育
て
支

援
策
を
計
画
的
に
推
進
し
ま
す
。
現
在
の
保
育
所

入
所
申
込
状
況
は
、
六
十
八
名
が
鴛
泊
・
鬼
脇
保

育
所
に
入
所
す
る
予
定
と
な
っ
て
お
り
、
保
育
料

に
つ
い
て
は
、
平
成
三
十
年
度
は
基
準
額
や
減
免

制
度
の
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
今
後
の
国
・
道

の
子
育
て
支
援
対
策
の
動
向
を
見
極
め
な
が
ら
、

検
討
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

【
保
険
事
業
に
つ
い
て
】

　

昭
和
三
十
三
年
の
国
民
皆
保
険
制
度
開
始
以
来

の
制
度
改
革
が
行
わ
れ
、
財
政
運
営
の
主
体
が
北

海
道
に
（
い
わ
ゆ
る
国
保
の
都
道
府
県
化
（
広
域

化
）
）
と
な
り
、
今
後
は
急
激
な
医
療
費
の
増
嵩

等
に
対
し
て
も
安
定
し
た
保
険
運
営
が
な
さ
れ
ま

す
が
、
被
保
険
者
の
方
の
手
続
き
内
容
に
つ
い
て

は
今
ま
で
と
同
じ
く
市
町
村
窓
口
に
て
行
い
ま
す
。

保
険
税
に
つ
い
て
は
今
ま
で
同
様
、
所
得
の
把
握

を
行
い
な
が
ら
、
定
例
会
六
月
会
議
で
審
議
し
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
ご
理
解
願
い
ま

す
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
で
は
、
今
年
は
二
年
ご

と
に
定
め
る
保
険
料
率
が
改
定
さ
れ
、
制
度
の
見

直
し
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
詳
細
に
つ
き
ま

し
て
は
三
月
下
旬
に
周
知
す
る
予
定
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

介
護
保
険
事
業
で
は
、
四
月
か
ら
第
七
期
介
護

保
険
事
業
計
画
が
始
ま
る
こ
と
か
ら
策
定
委
員
会

五
．
子
ど
も
達
の
健
や
か
な
心
を
育

　
　

み
町
民
の
心
豊
か
な
生
涯
教
育

　
　

の
環
境
整
備

四
．
制
度
改
正
に
対
応
し
た
き
め
細

　
　

か
な
保
健
福
祉
・
介
護
・
医
療
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地
方
創
生
関
係
に
つ
い
て

平
成
三
十
年
度
財
政
運
営
に
つ
い
て

目
指
し
て
事
業
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

一
昨
年
か
ら
実
施
し
て
い
る
「
ふ
る
さ
と
教
育

体
験
事
業
」
と
し
て
、
本
年
も
北
海
道
エ
ア
シ
ス

テ
ム
（
H
A
C
）
の
協
力
を
得
な
が
ら
五
月
二
十

八
日
に
小
学
六
年
生
を
対
象
と
し
た
遊
覧
飛
行
を

計
画
し
て
お
り
ま
す
。
子
ど
も
達
が
利
尻
島
の
地

形
や
風
景
を
上
空
か
ら
見
学
す
る
こ
と
で
、
自
分

た
ち
が
育
ん
で
き
た
ま
ち
に
誇
り
を
持
ち
、
生
涯

忘
れ
る
こ
と
の
な
い
経
験
を
さ
せ
た
い
と
思
い
、

予
算
計
上
を
し
て
お
り
ま
す
の
で
ご
理
解
を
賜
り

た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

児
童
生
徒
の
「
確
か
な
学
力
」
「
健
康
な
体
」

「
豊
か
な
心
」
を
育
む
学
校
教
育
の
推
進
、
そ
し

て
町
民
一
人
ひ
と
り
が
豊
か
に
学
び
、
ス
ポ
ー
ツ

や
文
化
を
楽
し
む
機
会
を
提
供
す
る
生
涯
学
習
の

推
進
に
つ
い
て
は
、
利
尻
富
士
町
教
育
大
綱
に
あ

る
三
つ
の
基
本
施
策
を
基
に
進
め
て
い
く
所
存
で

あ
り
ま
す
。
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
教
育
行
政

執
行
の
内
容
も
含
め
、
こ
の
あ
と
石
川
教
育
長
か

ら
申
し
述
べ
ま
す
の
で
お
聴
き
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

地
方
創
生
関
係
に
つ
き
ま
し
て
は
「
利
尻
富
士

町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
に
沿

っ
て
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
具
体
的
な
内
容
に
つ

い
て
は
、
漁
業
分
野
で
は
、
漁
業
担
い
手
の
育
成

・
確
保
推
進
事
業
と
し
て
、
資
格
取
得
や
研
修
、

住
宅
家
賃
補
助
を
引
き
続
き
行
い
ま
す
。
観
光
分

野
に
つ
い
て
は
、
外
国
人
観
光
客
誘
致
対
策
と
し

て
主
要
観
光
施
設
へ
の
W
i
―
F
i
（
ワ
イ
フ
ァ

イ
）
環
境
の
整
備
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
遊
漁
船
等
漁
船
利
活
用
試
験
事
業
や
産

業
遺
産
利
活
用
調
査
事
業
を
継
続
す
る
ほ
か
、
山

岳
イ
ベ
ン
ト
な
ど
地
域
の
自
然
や
生
活
、
産
業
等

を
活
か
し
た
新
た
な
観
光
資
源
の
発
掘
を
継
続
し

に
お
い
て
、
二
月
二
十
八
日
に
答
申
を
得
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
計
画
期
間
の
平
成
三
十
年
度
か

ら
三
十
二
年
度
ま
で
の
介
護
保
険
料
の
基
準
額
は
、

被
保
険
者
の
経
済
及
び
生
活
状
況
を
考
慮
し
た
保

険
料
と
し
、
条
例
改
正
案
を
提
案
し
て
お
り
ま
す

の
で
よ
ろ
し
く
ご
審
議
願
い
ま
す
。

　

ま
た
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
で

は
、
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
に
配
置
し
、
体
制
整
備
と
機
能
強

化
を
図
り
住
民
主
体
の
支
援
活
動
を
推
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

地
域
か
ら
の
要
望
と
弛
み
な
い
御
協
力
に
よ
り
、

「
利
尻
小
学
校
・
鬼
脇
中
学
校
」
の
校
舎
と
屋
体

が
完
成
し
、
去
る
二
月
二
十
五
日
に
落
成
記
念
式

典
を
挙
行
い
た
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
校
舎
の
外
構
整
備
、
そ
し
て
地
域

の
幅
広
い
年
齢
層
の
皆
様
が
活
用
で
き
る
よ
う
桐

山
公
園
の
整
備
工
事
に
着
手
し
、
年
内
の
完
成
を

援
し
、
地
域
安
心
応
援
特
典
券
交
付
事
業
で
も
引

き
続
き
在
宅
介
護
世
帯
に
地
域
商
品
券
を
交
付
し
、

対
象
世
帯
の
負
担
軽
減
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

【
空
家
関
係
に
つ
い
て
】

　

空
家
関
係
に
つ
き
ま
し
て
は
、
建
築
物
の
管
理

は
、
本
質
的
に
は
所
有
者
が
自
ら
の
責
任
に
よ
り

適
切
に
対
応
す
る
事
が
前
提
で
す
が
、
町
内
に
存

す
る
老
朽
化
空
家
等
は
、
管
理
不
全
に
よ
る
屋
根

・
外
壁
の
落
下
、
飛
散
等
が
起
こ
り
防
災
・
景
観

等
を
損
な
わ
せ
て
い
る
建
物
も
一
部
見
受
け
ら
れ

て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

　

こ
の
た
め
町
内
に
お
け
る
住
環
境
の
安
全
安
心

の
確
保
を
図
る
た
め
、
所
有
者
自
ら
が
老
朽
化
空

家
等
を
除
却
す
る
こ
と
の
促
進
を
目
的
に
、
除
却

に
要
す
る
費
用
の
一
部
を
助
成
す
る
制
度
等
の
創

設
を
進
め
、
空
家
対
策
等
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　

本
町
の
財
政
状
況
は
、
議
会
や
町
民
の
皆
様
方

の
行
財
政
改
革
に
対
す
る
ご
理
解
と
ご
協
力
の
も

と
着
実
に
進
め
ら
れ
て
お
り
、
一
般
会
計
、
各
特

別
会
計
と
も
黒
字
決
算
を
維
持
し
て
お
り
、
財
政

健
全
化
法
に
基
づ
く
四
つ
の
指
標
は
す
べ
て
国
の

基
準
を
ク
リ
ア
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
ご
審
議
頂
き
ま
す
平
成
三
十
年
度
の

予
算
は
、
本
町
の
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
限
ら

れ
た
財
源
の
重
点
的
・
効
率
的
な
配
分
に
留
意
し
、

町
民
皆
様
の
暮
ら
し
を
守
る
こ
と
を
念
頭
に
予
算

編
成
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
中
で
、
一
般
会
計
の
建
設
事
業
費
は
、
十

二
億
五
千
二
百
二
十
四
万
六
千
円
（
こ
の
う
ち
消

防
庁
舎
建
設
関
係
で
七
億
二
千
三
百
三
十
万
円
）

と
な
り
、
特
別
会
計
で
は
一
億
五
千
四
百
九
十
九

万
四
千
円
、
合
わ
せ
て
十
四
億
七
百
二
十
四
万
円

て
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

【
結
婚
・
出
産
・
子
育
て
施
策
に
つ
い
て
】

　

結
婚
・
出
産
・
子
育
て
施
策
と
し
ま
し
て
は
、

今
年
度
も
商
工
会
青
年
部
が
開
催
す
る
結
婚
支
援

イ
ベ
ン
ト
に
助
成
す
る
ほ
か
、
島
外
女
性
が
当
町

の
男
性
と
結
婚
し
た
場
合
の
女
性
定
住
奨
励
金
の

支
給
、
り
ぷ
ら
や
公
民
館
等
で
結
婚
式
を
挙
げ
る

町
民
に
結
婚
祝
金
を
支
給
し
、
若
者
の
移
住
・
定

住
の
促
進
を
図
る
パ
ッ
ケ
ー
ジ
事
業
と
し
て
引
き

続
き
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

出
産
支
援
事
業
に
つ
い
て
は
、
昨
年
度
里
帰
り

出
産
の
た
め
の
拡
充
を
行
っ
た
妊
産
婦
通
院
交
通

費
等
の
助
成
を
継
続
し
、
不
妊
治
療
に
つ
い
て
も

治
療
費
を
助
成
す
る
と
と
も
に
、
若
い
世
代
の
出

産
・
子
育
て
の
希
望
を
か
な
え
る
よ
り
良
い
環
境

づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
入
院
費
等
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る

た
め
、
出
産
子
育
て
安
心
支
援
金
（
十
万
円
）
及

び
出
産
祝
い
金
（
第
一
子
に
十
万
円
、
第
二
子
二

十
万
円
、
第
三
子
以
降
は
五
十
万
円
）
の
支
給
を

継
続
し
、
若
い
世
代
の
人
口
減
少
の
歯
止
め
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

子
ど
も
医
療
費
対
策
で
は
、
高
校
生
ま
で
助
成

対
象
と
し
た
医
療
費
無
料
化
に
つ
い
て
継
続
し
て

保
護
者
の
負
担
軽
減
に
努
め
、
子
育
て
対
策
と
し

て
、
乳
幼
児
の
一
時
預
か
り
の
実
証
を
重
ね
な
が

ら
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
設
立
・
運

営
に
向
け
た
態
勢
作
り
を
整
え
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

育
児
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
拠
点
の
整
備
と
し
て
、

鴛
泊
老
人
福
祉
ホ
ー
ム
の
改
修
費
を
予
算
計
上
し

て
お
り
ま
す
。

　

子
育
て
環
境
の
充
実
と
世
代
間
交
流
を
図
る
と

と
も
に
女
性
の
就
労
支
援
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

島
内
高
校
へ
の
通
学
費
の
負
担
軽
減
を
図
る
た

め
、
通
学
支
援
給
付
金
を
一
人
に
つ
き
二
万
円
支
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計

計

計

計

計

計

計

計
合　　　　　　　　　計

衛生費

土木費

商工費

消防費

教育費

総務費

農林水
産業費

地　方
創生費

単位：千円【一般会計】
平成30年度 建設事業一覧表

事　　　　　業　　　　　名 事業費
道道拡幅工事に伴う支障物件移設工事

火葬炉補修工事

離島漁業再生支援交付金
雄忠志内船揚場整備工事
水産環境整備事業負担金
海岸漂着物処理業務委託料

さわやかトイレ改修工事

町道改良工事
町道側溝改修工事
町道補修工事
姫沼2号橋補修工事
滝の沢橋補修工事
栄浜橋補修工事負担金
小型ロータリー除雪車購入費
鴛泊港浚渫工事
鴛泊港整備事業負担金
上架施設改修工事
高山植物園トイレ改修工事
鴛泊市街地街なみ環境整備方針（見直し）策定業務委託
街路灯整備工事
ファミリーキャンプ場維持補修工事
公営住宅個別改善工事
公営住宅舗装改修工事
飛行場標識施設補修工事

利尻富士支署消防庁舎建設事業
利尻富士支署消防庁舎備品整備費
利尻富士支署消防庁舎通信設備移設工事
光ケーブル移設工事
新規加入者増設工事
鴛泊光ケーブル再整備工事
ＩＰ告知システム更新調査費
Ｊ-ＡＬＥＲＴ受信機更新業務委託
災害時対応公衆Ｗi-Ｆi整備工事

利尻小学校仮設校舎解体工事
小中併置校外構工事
桐山公園整備事業

子育て支援施設整備工事

850
850
1,858
1,858
44,012
2,970
6,200
6,000
59,182
500
500

89,200
7,500
17,700
1,100
5,100
2,139
37,600
3,586
60,000
3,953
1,000
3,250
33,000
9,650
49,500
2,500
1,159

327,937

723,300

2,000
870
2,500
1,000
5,249
3,000

737,919
26,000
21,700
69,300
117,000
7,000
7,000

1,252,246

今
後
十
年
間
を
見
据
え
た
、
ま
ち
づ
く
り
創
造
総

合
計
画
の
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
で
も
あ
る
„
ふ
る
さ
と

を
魅
力
あ
ふ
れ
る
宝
の
島
に
“
と
な
る
こ
と
が
出

来
る
よ
う
計
画
に
則
っ
た
諸
施
策
を
し
っ
か
り
と

実
行
し
、
各
分
野
、
各
関
係
者
が
一
丸
と
な
っ
て

利
尻
島
を
宝
の
島
に
し
て
い
き
た
い
と
望
ん
で
い

る
訳
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
町
民
の
幸
せ
の
た
め
に

私
が
一
期
四
年
間
で
種
を
ま
き
、
今
後
四
年
間
で

花
を
咲
か
せ
、
実
を
つ
け
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
培

っ
て
き
た
行
政
経
験
を
生
か
し
な
が
ら
様
々
な
課

題
に
向
き
合
う
こ
と
で
、
私
が
町
長
就
任
時
か
ら

億
二
百
五
十
万
円
と
し
、
対
前
年
度
比
で
は
四
億

千
七
百
五
十
万
円
、
率
で
九
．
七
%
の
増
額
予
算

と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
簡
易
水
道
事
業
特
別

会
計
ほ
か
九
つ
の
特
別
会
計
の
合
計
で
十
八
億
六

千
七
百
五
十
万
五
千
円
。
一
般
会
計
、
特
別
会
計

を
合
わ
せ
た
総
額
で
は
六
十
五
億
七
千
万
五
千
円

と
な
り
、
前
年
度
対
比
五
．
九
%
増
の
大
型
予
算

と
し
て
お
り
ま
す
。

　

以
上
、
平
成
三
十
年
度
の
町
政
執
行
に
対
す
る
、

私
の
所
信
の
一
端
と
主
要
な
施
策
を
申
し
述
べ
ま

し
た
が
、
冒
頭
で
も
触
れ
ま
し
た
利
尻
富
士
町
の

で
、
前
年
度
対
比
三
十
九
．
六
%
の
増
額
を
見
込

ん
で
お
り
、
こ
れ
ら
事
業
費
に
よ
っ
て
地
域
の
雇

用
、
経
済
の
好
循
環
を
促
す
た
め
の
景
気
対
策
を

講
じ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
働
く
場
を
し
っ

か
り
と
確
保
し
ま
す
が
、
不
足
す
る
財
源
を
補
う

た
め
に
基
金
を
取
り
崩
し
充
て
る
こ
と
と
し
て
お

り
、そ
の
う
ち
、全
国
か
ら
寄
せ
ら
れ
て
い
る「
ふ

る
さ
と
応
援
寄
附
金
」
の
一
億
五
千
万
円
を
有
効

に
活
用
す
べ
く
二
十
六
の
事
業
に
充
当
い
た
し
ま

す
。

　

そ
の
結
果
、
一
般
会
計
の
予
算
規
模
は
四
十
七

提
唱
し
て
い
る
「
町
民
が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り
」

を
基
本
理
念
と
し
て
、
誠
意
を
も
っ
て
力
の
限
り

を
傾
注
し
「
安
全
で
安
心
な
住
み
よ
い
ま
ち
、
輝

く
ま
ち
」
と
な
る
た
め
に
、
ふ
る
さ
と
利
尻
富
士

町
の
先
頭
に
立
っ
て
町
政
運
営
に
邁
進
し
て
い
く

所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
町
議
会
議
員
の
皆
様
を

は
じ
め
、
町
民
皆
様
の
温
か
い
ご
支
援
と
、
ご
理

解
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、

平
成
三
十
年
度
の
町
政
執
行
方
針
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
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一
．
社
会
で
活
き
る
実
践
的
な
学
力

　
　

を
育
成
す
る
教
育
の
推
進

　

平
成
三
十
年
利
尻
富
士
町
議
会
定
例
会
三
月
会

議
の
開
会
に
あ
た
り
、
教
育
行
政
の
執
行
に
関
す

る
方
針
を
申
し
上
げ
、
町
議
会
並
び
に
町
民
の
皆

様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

ど
の
よ
う
な
時
代
に
あ
っ
て
も
、
年
齢
、
性
別
、

国
籍
、
経
済
事
情
、
障
が
い
の
有
無
な
ど
、
多
様

な
人
々
の
一
人
ひ
と
り
が
互
い
の
人
格
を
尊
重
し
、

支
え
合
い
な
が
ら
幸
せ
に
生
き
る
と
と
も
に
、
社

会
で
自
ら
の
役
割
と
責
任
を
果
た
し
、
生
き
生
き

と
活
躍
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で

あ
り
、
教
育
を
通
じ
て
全
て
の
人
が
持
つ
可
能
性

を
開
花
さ
せ
る
こ
と
で
、
豊
か
で
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
人
生
百
年
時
代
を
見
据
え
、
全
て
の
人

が
、
生
涯
を
通
じ
て
自
ら
の
人
生
を
設
計
し
活
躍

で
き
る
よ
う
、
必
要
な
知
識
・
技
能
の
習
得
、
知

的
・
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
や
、
健
康
の
保

持
・
増
進
に
資
す
る
生
涯
学
習
を
推
進
し
、
「
学

び
」
と
「
活
動
」
の
循
環
を
形
成
す
る
環
境
を
与

え
る
こ
と
が
重
要
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
教
育
委
員
会
と
い
た
し
ま
し
て

は
、
「
利
尻
富
士
町
教
育
大
綱
」
に
掲
げ
る
三
つ

の
具
体
的
な
基
本
指
針
を
柱
と
し
た
、
諸
施
策
に

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

教
育
に
求
め
ら
れ
る
も
の
は
、
個
人
の
面
に
お

い
て
は
、
自
立
し
た
人
間
と
し
て
主
体
的
に
判
断

し
、
多
様
な
人
々
と
協
働
し
な
が
ら
新
た
な
価
値

を
創
造
す
る
人
材
を
育
成
し
て
い
く
こ
と
、
社
会

の
面
に
お
い
て
は
、
教
育
を
通
じ
て
、
一
人
ひ
と

り
が
活
躍
し
豊
か
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
の

実
現
と
、
次
世
代
ま
で
を
長
期
的
に
見
通
し
た
社

会
の
持
続
的
な
成
長
・
発
展
を
目
指
し
て
い
く
こ

と
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
教
育
の
目
指
す
べ
き
姿
の

実
現
に
向
け
て
、
学
校
、
家
庭
、
地
域
、
関
係
機

関
が
連
携
し
、「
確
か
な
学
力
」「
健
康
な
体
」「
豊

か
な
心
」
を
育
み
、
児
童
生
徒
が
自
ら
の
夢
や
希

望
を
実
現
し
社
会
で
活
か
せ
る
教
育
を
進
め
ま
す
。　

①
確
か
な
学
力
の
育
成
を
め
ざ
す
教
育
の
推
進　

　

児
童
生
徒
の
基
礎
的・基
本
的
な
知
識・技
能
と
、

思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
等
、
主
体
的
に
学
習

に
取
り
組
む
態
度
の
育
成
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

全
国
の
小
学
六
年
生
、
中
学
三
年
生
を
調
査
の

対
象
と
し
て
実
施
し
て
お
り
ま
す
、
「
全
国
学
力

・
学
習
状
況
調
査
」
の
結
果
に
つ
い
て
、
本
町
の

状
況
は
、
学
校
が
一
体
と
な
っ
た
授
業
改
善
や
学

習
習
慣
の
確
立
に
向
け
た
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ

た
こ
と
に
よ
り
、
平
成
二
十
九
年
度
調
査
結
果
は
、

小
学
校
は
全
道
平
均
を
上
回
り
、
中
学
校
に
お
い

て
は
全
国
を
大
き
く
上
回
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

学
力
向
上
に
向
け
た
取
り
組
み
の
在
り
方
や
、

授
業
改
善
の
在
り
方
な
ど
に
つ
い
て
、
一
人
ひ
と

り
の
学
力
向
上
や
学
習
習
慣
の
定
着
に
向
け
た
取

り
組
み
の
成
果
が
現
れ
て
き
た
も
の
と
捉
え
て
お

り
ま
す
。

②
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
育
む
教
育
の
推
進

　

確
か
な
学
力
に
加
え
、
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か

な
成
長
の
た
め
に
は
、
豊
か
な
心
を
育
む
こ
と
が

不
可
欠
で
あ
り
、
こ
の
た
め
、
豊
か
な
情
操
や
規

範
意
識
、
他
者
へ
の
思
い
や
り
、
対
面
で
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
人
間
関
係
を
築
く
力

を
育
成
す
る
た
め
の
教
育
を
推
進
す
る
こ
と
が
重

要
で
あ
り
ま
す
。

　

言
語
が
知
的
活
動
の
基
盤
で
あ
る
だ
け
で
は
な

く
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
感
性
・
情
緒
の
基

盤
で
あ
る
こ
と
と
相
ま
っ
て
、
言
語
活
動
を
充
実

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に

関
す
る
能
力
や
感
性
を
育
み
情
緒
を
養
い
、
豊
か

な
人
間
関
係
を
形
成
す
る
基
盤
と
な
る
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
育
成
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

③
特
別
支
援
教
育
の
推
進

　

利
尻
富
士
町
教
育
支
援
委
員
会
よ
り
答
申
が
あ

り
、
今
年
度
、
利
尻
小
学
校
に
新
た
に
特
別
支
援

学
級
を
追
加
設
置
い
た
し
ま
す
。
中
学
校
二
校
に

お
い
て
二
学
級
が
す
で
に
開
設
さ
れ
て
お
り
、
町

内
小
中
学
校
で
は
五
学
級
五
名
へ
の
支
援
に
学
校

・
教
育
委
員
会
が
一
体
と
な
り
取
り
組
み
ま
す
。

　

昨
年
に
引
き
続
き
、
鴛
泊
小
学
校
・
利
尻
小
学

校
に
そ
れ
ぞ
れ
、
特
別
支
援
教
育
補
助
員
を
配
置

い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
度
新
た
に
鴛
泊
小
学
校
へ
学
習
指

導
補
助
に
重
点
を
お
い
た
支
援
員
を
追
加
し
、
一

人
ひ
と
り
の
教
育
的
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
よ
う

努
め
る
と
と
も
に
、
普
通
学
級
児
童
生
徒
と
の
相

互
理
解
の
促
進
や
、
地
域
住
民
に
対
す
る
特
別
支

援
教
育
の
啓
発
に
努
め
ま
す
。

④
へ
き
地
複
式
教
育
の
推
進

　

「
利
尻
小
学
校
・
鬼
脇
中
学
校
」
の
新
校
舎
完

成
に
よ
り
保
護
者
、
地
域
住
民
の
変
わ
る
こ
と
の

な
い
温
か
い
全
面
的
な
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
に
よ
っ
て
、

小
中
併
置
校
と
し
て
新
し
い
歴
史
を
刻
む
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。
複
式
学
級
で
あ
る
が
故
の
弊
害
は

あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
併
置
校
の
強
み
を
最
大
限

に
活
か
し
な
が
ら
、
両
校
な
ら
で
は
の
長
期
的
・

短
期
的
課
題
を
、
児
童
生
徒
・
家
庭
・
地
域
目
線

で
捉
え
、
「
地
域
の
学
校
、
利
尻
小
学
校
・
鬼
脇

中
学
校
」
の
発
展
、
そ
し
て
子
ど
も
た
ち
の
成
長

に
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

小
中
併
置
校
の
利
点
を
生
か
し
、
小
中
九
ヵ
年

で
の
児
童
生
徒
の
成
長
を
見
通
し
た
学
校
行
事
や

教
育
活
動
に
取
り
組
み
、
入
学
式
・
卒
業
式
な
ど

の
儀
式
的
な
行
事
は
も
ち
ろ
ん
、
運
動
会
、
学
校

祭
な
ど
の
大
き
な
行
事
、
日
常
的
な
集
会
活
動
や

清
掃
活
動
を
小
中
合
同
で
行
い
な
が
ら
、
心
豊
か

な
児
童
生
徒
の
育
成
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

学
校
間
の
連
携
を
密
に
し
て
、
児
童
生
徒
の
個

性
を
生
か
す
個
に
応
じ
た
き
め
細
か
な
指
導
、
自

学
自
習
の
経
験
を
生
か
し
た
自
ら
学
び
考
え
る
力

の
育
成
、
豊
か
な
自
然
環
境
を
生
か
し
た
教
材
や

体
験
活
動
、
地
域
住
民
と
の
連
携
・
協
力
し
た
教

育
活
動
な
ど
、
様
々
な
指
導
形
態
の
工
夫
改
善
に

継
続
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
校
舎
外
構
工
事
、
地
域
の
公
園
と
し
て

の
利
用
を
目
的
と
し
た
、
学
校
前
の
公
園
整
備
工

事
に
つ
い
て
も
、
平
成
三
十
年
度
一
般
会
計
予
算

に
計
上
し
、
年
度
内
完
成
を
目
指
し
事
業
着
手
す

る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。　

⑤
ふ
る
さ
と
教
育
の
充
実

　

今
に
残
る
独
自
の
自
然
・
産
業
・
歴
史
・
文
化

は
、
す
べ
て
先
人
ら
が
遺
し
て
く
れ
た
大
切
な
宝

物
で
す
。

　

ふ
る
さ
と
教
育
に
は
、
「
そ
の
宝
を
再
発
見
し
、

次
代
に
引
き
継
ぐ
こ
と
」
「
先
人
の
生
き
方
に
学

び
、
自
ら
を
磨
く
こ
と
」
「
自
信
を
も
っ
て
明
日

に
生
き
る
糧
と
す
る
こ
と
」
そ
ん
な
願
い
が
込
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
ふ
る
さ
と
へ
の
愛
着
と
誇
り
が

子
ど
も
た
ち
の
中
に
し
っ
か
り
と
根
付
き
、
あ
ら

ゆ
る
年
代
の
方
々
と
共
に
参
加
す
る
「
ふ
る
さ
と

教
育
」
を
推
進
し
ま
す
。

　

町
内
小
学
校
六
年
生
を
対
象
と
し
た
、
H
A
C

の
協
力
に
よ
る
利
尻
島
上
空
遊
覧
飛
行
体
験
の
継

続
実
施
や
、
各
校
で
取
り
組
ん
で
い
る
特
産
品
の

育
成
か
ら
販
売
に
至
る
ま
で
の
「
調
べ
学
習
」
や
、

昆
布
干
し
や
遺

跡
発
掘
な
ど
の

体
験
学
習
、
利

尻
漁
業
士
会
の

協
力
に
よ
る
昆

布
や
ヒ
ラ
メ
に

関
す
る
出
前
授

業
参
加
、
特
別

養
護
老
人
ホ
ー

ム
「
秀
峰
園
」

訪
問
、
各
地
区

祭
典
な
ど
へ
の

全
校
参
加
な
ど

の
「
ふ
る
さ
と

教
育
活
動
」
を

通
し
て
、
郷
土
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の
課
題
や
展
望
に
つ
い
て
進
ん
で
考
え
、
自
ら
が

生
ま
れ
育
っ
た
ふ
る
さ
と
に
愛
着
を
も
ち
、
ふ
る

さ
と
の
よ
さ
を
生
か
す
こ
と
の
で
き
る
人
材
育
成

に
取
り
組
み
、
ふ
る
さ
と
を
大
切
に
す
る
人
づ
く

り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

⑥
国
際
理
解
教
育
の
充
実

　

伝
統
と
文
化
を
尊
重
し
、
そ
れ
ら
を
育
ん
で
き

た
我
が
国
と
郷
土
を
愛
す
る
と
と
も
に
、
国
際
社

会
の
平
和
と
発
展
に
寄
与
す
る
態
度
や
、
豊
か
な

語
学
力
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
、
異
文
化

理
解
の
精
神
な
ど
を
身
に
付
け
て
様
々
な
分
野
で

グ
ロ
ー
バ
ル
に
活
躍
で
き
る
人
材
の
育
成
を
図
り

ま
す
。

　

外
国
語
教
育
の
小
学
校
中
学
年
で
の
導
入
や
高

学
年
で
の
教
科
化
を
は
じ
め
と
し
て
、
外
国
語
教

育
の
着
実
な
促
進
を
図
る
た
め
、
新
学
習
指
導
要

領
に
対
応
で
き
る
教
員
の
積
極
的
な
研
修
参
加
や

外
国
語
指
導
助
手
（
A
L
T
）
の
継
続
配
置
な
ど
、

学
校
指
導
体
制
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

　

利
礼
三
町
で
活
躍
す
る
A
L
T
の
指
導
を
仰
ぎ
、

広
い
視
野
を
持
ち
、
異
文
化
を
理
解
す
る
と
と
も

に
、
共
に
生
活
し
て
い
く
資
質
や
能
力
の
育
成
を

図
る
事
を
体
験
的
に
学
ぶ
、
サ
マ
ー
・
イ
ン
グ
リ

ッ
シ
ュ
キ
ャ
ン
プ
事
業
を
継
続
実
施
し
ま
す
。

⑦
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
充
実

　

と
ど
ま
る
こ
と
な
く
変
化
す
る
社
会
の
中
で
、

自
立
的
に
自
分
の
未
来
を
切
り
拓
ひ
ら
い
て
生
き

て
い
く
た
め
に
は
、
変
化
を
恐
れ
ず
、
変
化
に
対

応
し
て
い
く
力
と
態
度
を
育
て
る
こ
と
が
不
可
欠

で
あ
り
、
日
常
の
教
育
活
動
を
通
し
て
、
学
ぶ
面

白
さ
や
学
び
へ
の
挑
戦
の
意
味
を
子
ど
も
た
ち
に

体
得
さ
せ
る
こ
と
が
大
切
で
あ
り
ま
す
。
子
ど
も

た
ち
が
「
生
き
る
力
」
を
身
に
付
け
、
社
会
の
激

し
い
変
化
に
流
さ
れ
る
こ
と
な
く
様
々
な
課
題
に

柔
軟
且
つ
た
く
ま
し
く
対
応
し
、
社
会
人
と
し
て

自
立
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
、
生
涯
に
わ
た
っ
て

学
び
続
け
る
意
欲
を
維
持
す
る
基
盤
と
な
る
能
力

の
育
成
を
図
り
ま
す
。

⑧
道
徳
教
育
の
充
実

　

よ
り
よ
く
生
き
る
た
め
の
基
盤
と
な
る
道
徳
性

域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
協
力
を
い
た
だ
き
、

「
読
み
聞
か
せ
活
動
」
の
継
続
的
な
取
り
組
み
を

図
り
ま
す
。

⑩
体
験
的
な
活
動
の
充
実

　

体
験
活
動
に
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
の

社
会
奉
仕
体
験
活
動
や
自
然
体
験
活
動
を
は
じ
め
、

勤
労
生
産
、
文
化
や
芸
術
な
ど
に
関
わ
る
体
験
活

動
、
高
齢
者
や
幼
児
、
障
が
い
の
あ
る
人
々
な
ど

と
の
ふ
れ
あ
い
・
交
流
体
験
活
動
な
ど
、
様
々
な

も
の
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
各
学
校
に
お
け
る
体
験

活
動
の
ね
ら
い
を
踏
ま
え
、
適
切
な
内
容
を
設
定

し
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

地
域
の
人
々
や
団
体
等
に
協
力
し
て
も
ら
う
と

共
に
、
学
校
が
地
域
の
中
で
体
験
活
動
を
行
う
こ

と
を
通
じ
て
、
地
域
に
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た

し
て
い
け
る
か
に
つ
い
て
の
展
開
を
図
り
ま
す
。

　

学
校
外
で
の
多
様
な
体
験
活
動
の
促
進
を
図
り
、

児
童
生
徒
の
豊
か
な
人
間
性
や
社
会
性
を
育
む
こ

と
に
繋
が
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
学
校
教
育
担
当

部
局
と
社
会
教
育
担
当
部
局
が
一
体
と
な
っ
た
取

り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

⑪
生
徒
指
導
・
教
育
相
談
の
充
実

　

生
徒
指
導
の
目
指
す
と
こ
ろ
は
、
児
童
生
徒
の

自
己
実
現
に
向
け
て
指
導
・
援
助
し
て
い
く
こ
と

で
あ
り
、
教
育
相
談
は
生
徒
指
導
の
一
環
で
中
心

的
な
役
割
を
担
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

一
人
ひ
と
り
の
個
性
を
伸
ば
し
な
が
ら
、
社
会

的
な
資
質
や
能
力
・
態
度
を
形
成
し
て
い
く
た
め

の
指
導
を
行
い
、
自
ら
現
在
及
び
未
来
に
お
け
る

「
自
己
実
現
」
を
図
っ
て
行
く
た
め
の
自
己
指
導

能
力
を
育
成
し
て
ま
い
り
ま
す
。

⑫
体
力
・
運
動
能
力
の
向
上

　

体
力
・
運
動
能
力
の
向
上
の
た
め
に
は
、
「
健

康
な
体
」
が
必
要
で
す
。

　

「
健
康
な
体
」
を
育
む
た
め
に
、
運
動
、
食
事
、

睡
眠
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
基
本
的
な
生
活
習
慣

を
確
立
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

子
ど
も
の
ス
ポ
ー
ツ
機
会
の
充
実
を
目
指
し
、

学
校
や
地
域
等
に
お
い
て
、
す
べ
て
の
子
ど
も
が

ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
環
境
の
整
備

を
養
う
た
め
、
自
己
を
見
つ
め
、
物
事
を
広
い
視

野
か
ら
多
面
的
・
多
角
的
に
考
え
、
人
間
と
し
て

の
生
き
方
に
つ
い
て
考
え
を
深
め
る
学
習
を
通
し

て
、
道
徳
的
な
判
断
力
、
心
情
、
実
践
意
欲
と
態

度
を
育
て
て
ま
い
り
ま
す
。

　

「
思
い
や
り
の
心
を
も
っ
て
人
と
接
す
る
と
と

も
に
、
家
族
な
ど
の
支
え
や
多
く
の
人
々
の
善
意

に
よ
り
日
々
の
生
活
や
現
在
の
自
分
が
あ
る
こ
と

に
感
謝
し
、
進
ん
で
そ
れ
に
応
え
、
人
間
愛
の
精

神
を
深
め
る
こ
と
」
「
自
分
の
考
え
や
意
見
を
相

手
に
伝
え
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
や
立

場
を
尊
重
し
、
い
ろ
い
ろ
な
も
の
の
見
方
や
考
え

方
が
あ
る
こ
と
を
理
解
し
、
自
ら
を
高
め
て
い
く

こ
と
」
「
教
師
や
学
校
の
人
々
を
敬
愛
し
、
学
級

や
学
校
の
一
員
と
し
て
の
自
覚
を
も
ち
、
協
力
し

合
っ
て
よ
り
よ
い
校
風
を
つ
く
る
と
と
も
に
、
様

々
な
集
団
の
意
義
や
集
団
の
中
で
の
自
分
の
役
割

と
責
任
を
自
覚
し
て
集
団
生
活
の
充
実
に
努
め
る

こ
と
」

　

こ
れ
ら
を
重
点
的
な
目
標
と
し
、
い
じ
め
は
ど

の
子
ど
も
に
も
、
ど
の
学
校
に
も
起
こ
り
う
る
も

の
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
積
極
的
な
認
知
と
情

報
共
有
の
徹
底
を
促
す
と
と
も
に
、
い
じ
め
防
止

の
取
り
組
み
を
徹
底
す
る
た
め
の
研
修
の
充
実
や
、

児
童
生
徒
に
対
し
て
は
早
期
発
見
・
早
期
対
応
の

徹
底
を
図
り
、
児
童
生
徒
が
楽
し
く
学
び
つ
つ
、

い
き
い
き
と
し
た
学
校
生
活
を
送
れ
る
よ
う
道
徳

教
育
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

⑨
読
書
活
動
の
推
進

　

「
利
尻
富
士
町
子
ど
も
読
書
プ
ラ
ン
」
の
基
本

計
画
に
基
づ
き
、
学
校
図
書
の
整
備
充
実
や
社
会

教
育
管
理
図
書
と
学
校
の
連
携
を
推
進
し
、
読
書

活
動
の
重
要
性
に
関
す
る
普
及
啓
発
等
を
通
じ
、

子
ど
も
の
読
書
活
動
を
積
極
的
に
推
進
し
ま
す
。

　

「
読
む
、
話
す
、
書
く
」
な
ど
言
葉
の
学
習
に

お
い
て
最
も
早
く
発
達
す
る
の
は
『
聞
く
力
』
で

す
。
子
ど
も
に
と
っ
て
、
読
み
聞
か
せ
は
脳
の
栄

養
源
で
あ
り
、
読
み
聞
か
せ
が
子
ど
も
の
創
造
力

を
育
み
、
言
語
能
力
を
高
め
、
人
間
関
係
を
豊
か

に
す
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
も
地

に
努
め
ま
す
。

⑬
食
育
の
充
実

　

子
ど
も
た
ち
が
豊
か
な
人
間
性
を
育
み
、
生
き

る
力
を
身
に
付
け
て
い
く
た
め
に
は
、
何
よ
り
も

「
食
」
が
重
要
で
あ
り
ま
す
。
食
育
は
生
き
る
上

で
の
基
本
で
あ
り
、
知
育
・
徳
育
及
び
体
育
の
基

礎
と
な
る
べ
き
も
の
と
位
置
付
け
る
と
と
も
に
、

様
々
な
経
験
を
通
じ
て
「
食
」
に
関
す
る
知
識
と

「
食
」
を
選
択
す
る
力
を
習
得
し
、
健
全
な
食
生

活
を
実
践
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
食
育
活
動

の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

⑭
安
全
教
育
の
推
進

　

様
々
な
自
然
災
害
や
交
通
事
故
や
犯
罪
等
に
加

え
、
非
常
時
の
児
童
生
徒
保
護
に
お
け
る
対
応
な

ど
、
新
た
な
安
全
上
の
課
題
も
発
生
し
て
い
る
状

況
を
踏
ま
え
、
児
童
生
徒
を
取
り
巻
く
多
様
な
危

険
情
報
を
的
確
に
捉
え
、
発
達
段
階
や
学
校
段
階
、

地
域
特
性
に
応
じ
た
質
の
高
い
学
校
安
全
の
取
り

組
み
を
学
校
、
地
域
、
関
係
機
関
と
の
連
携
・
協

働
に
よ
り
推
進
し
ま
す
。

　

各
学
校
に
お
け
る
学
校
安
全
計
画
や
危
機
管
理

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
策
定
・
改
善
や
学
校
安
全
の
中
核

と
な
る
教
職
員
を
中
心
と
し
た
組
織
的
な
安
全
体

制
の
構
築
を
促
進
し
ま
す
。

⑮
教
職
員
の
資
質
・
能
力
の
向
上

　

「
一
人
の
優
れ
た
教
員
は
百
の
施
策
に
勝
る
」

と
言
わ
れ
ま
す
。
学
校
教
育
の
充
実
は
、
直
接
の

担
い
手
で
あ
る
教
員
の
資
質
能
力
に
負
う
と
こ
ろ

が
極
め
て
大
き
い
こ
と
か
ら
、
魅
力
あ
る
優
れ
た

教
員
を
目
指
し
、
研
修
の
改
善
、
心
身
の
健
康
づ

く
り
、
生
き
生
き
と
し
た
職
場
づ
く
り
な
ど
を
通

し
て
、
教
職
員
の
資
質
能
力
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

　

新
し
い
指
導
内
容
や
指
導
方
法
を
身
に
着
け
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
実
践
的
な
研
修
を
積
極
的

に
取
り
入
れ
、
教
え
る
プ
ロ
と
し
て
の
力
量
の
向

上
を
図
り
ま
す
。

　

経
験
年
数
や
職
能
に
応
じ
た
基
本
研
修
や
、
教

科
・
領
域
等
に
関
わ
る
専
門
研
修
、
今
日
的
課
題

の
解
決
を
図
る
た
め
の
課
題
研
修
な
ど
、
各
種
研

修
会
へ
の
一
層
の
参
加
に
努
め
ま
す
。
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学
校
は
、
子
ど
も
た
ち
が
夢
を
実
現
す
る
た
め

の
準
備
を
す
る
大
事
な
場
所
で
す
。
し
か
し
、
近

年
、
い
じ
め
や
体
罰
の
問
題
を
背
景
に
子
ど
も
た

ち
が
自
ら
そ
の
命
を
絶
つ
事
案
が
発
生
す
る
な
ど
、

学
校
に
お
い
て
子
ど
も
た
ち
の
生
命
・
身
体
を
脅

か
す
出
来
事
が
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
が
社
会
問
題

と
な
り
ま
し
た
。
い
じ
め
・
体
罰
等
の
課
題
へ
の

対
応
を
徹
底
し
、
一
人
で
も
多
く
の
子
ど
も
を
救

う
こ
と
は
、
教
育
再
生
に
向
け
た
緊
急
課
題
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
学
校
に
お
け
る
子
ど
も
た
ち
の
安
全
を

確
保
す
る
た
め
に
は
、
防
災
機
能
の
強
化
等
を
推

進
す
る
と
と
も
に
、
自
ら
の
安
全
を
守
る
た
め
の

能
力
を
身
に
付
け
さ
せ
る
防
災
教
育
等
を
充
実
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
子
ど
も
た
ち
を
守
る
こ
れ
ら
の
取
り

組
み
を
推
進
し
て
い
く
た
め
に
は
、
学
校
・
家
庭

・
地
域
の
連
携
に
よ
り
、
社
会
総
が
か
り
で
子
ど

も
を
育
て
て
い
く
体
制
づ
く
り
が
重
要
で
す
。

　

児
童
・
生
徒
に
対
し
、
交
通
安
全
講
習
会
、
防

災
訓
練
、
防
犯
研
修
を
行
い
、
防
犯
・
防
災
に
対

す
る
意
識
の
啓
発
を
行
い
ま
す
。

　

子
ど
も
の
望
ま
し
い
基
本
的
生
活
習
慣
を
育
成

し
、
生
活
リ
ズ
ム
を
向
上
さ
せ
、
読
書
や
外
遊
び

・
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
様
々
な
活
動
に
生
き
生
き
と
取

り
組
ん
で
も
ら
う
と
と
も
に
、
地
域
全
体
で
家
庭

の
教
育
力
を
支
え
る
教
育
環
境
の
整
備
を
図
り
ま

す
。

　

就
学
時
健
診
や
定
期
健
診
、
フ
ッ
化
物
洗
口
な

ど
に
つ
い
て
、
保
護
者
の
理
解
を
得
な
が
ら
継
続

実
施
し
、
児
童
・
生
徒
へ
の
事
後
指
導
に
つ
い
て

も
徹
底
し
、
子
ど
も
の
適
切
な
健
康
管
理
へ
の
支

援
を
充
実
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

社
会
教
育
、
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
は
、
生
涯
学
習

に
特
に
密
接
に
関
連
す
る
分
野
で
あ
り
、
生
涯
学

習
社
会
の
実
現
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
今
日
、

そ
の
重
要
性
は
ま
す
ま
す
高
ま
り
、
家
庭
や
地
域

を
取
り
巻
く
社
会
情
勢
が
大
き
く
変
化
し
た
中
で
、

家
庭
や
地
域
が
果
た
す
べ
き
教
育
機
能
を
回
復
し

て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
こ
の
た
め
、
町
民
一

人
ひ
と
り
が
豊
か
に
学
び
、
文
化
や
ス
ポ
ー
ツ
を

楽
し
む
環
境
を
整
え
る
と
と
も
に
、
地
域
を
担
う

人
材
の
育
成
を
支
援
す
る
た
め
に
、
効
果
的
な
事

業
の
推
進
に
努
め
ま
す
。　

①
生
涯
学
習
の
推
進

　

人
と
人
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
原
点
は
家
庭
で

す
。
し
か
し
、
そ
の
家
庭
が
親
子
の
心
の
ふ
れ
あ

い
を
深
め
る
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
き
て
い
る
と

い
う
大
き
な
課
題
を
か
か
え
て
い
ま
す
。
地
域
で

生
涯
学
習
を
推
進
す
る
中
で
、
家
庭
教
育
に
つ
い

て
の
関
心
を
高
め
、
地
域
づ
く
り
に
必
要
と
さ
れ

る
「
人
」
を
育
て
、
そ
れ
ら
の
人
材
を
活
用
し
、

家
庭
教
育
、
幼
児
教
育
、
学
校
教
育
、
社
会
教
育

の
充
実
を
図
り
、
町
民
一
人
ひ
と
り
が
生
涯
に
わ

た
り
学
び
や
学
習
活
動
を
続
け
て
い
く
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
学
び
の
機
運
に
満
ち
た
生
涯
学
習
社

会
づ
く
り
を
め
ざ
し
ま
す
。

②
青
少
年
の
健
全
育
成

　

次
世
代
を
担
う
青
少
年
の
健
全
な
育
成
の
た
め

に
は
、
学
校
、
家
庭
、
地
域
が
共
に
そ
の
教
育
力

を
生
か
し
な
が
ら
、
相
互
に
連
携
し
て
社
会
総
が

か
り
で
取
り
組
み
を
進
め
る
事
が
必
要
で
あ
り
ま

す
。

　

地
域
の
多
様
な
方
々
の
参
画
を
得
て
、
子
ど
も

た
ち
と
共
に
行
う
学
習
や
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
活
動

等
の
取
り
組
み
を
支
援
す
る
、
「
放
課
後
子
ど
も

教
室
推
進
事
業
」
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
週
末

や
休
日
等
に
体
系
的
な
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供

す
る
、「
土
曜
教
育
支
援
活
動
」
を
推
進
し
、「
バ

ト
ミ
ン
ト
ン
教
室
」
「
書
道
教
室
」
「
水
泳
教
室
」

「
か
る
た
教
室
」
な
ど
、
有
意
義
な
休
日
の
過
ご

し
方
を
支
援
す
る
こ
と
に
努
め
ま
す
。

　

長
期
休
業
時
に
北
海
道
教
育
大
学
旭
川
校
や
利

尻
高
校
生
の
協
力
を
仰
ぎ
、
「
夏
休
み
チ
ャ
レ
ン

ジ
教
室
」
「
冬
休
み
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室
」
を
継
続

し
て
開
催
し
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
に
育
つ
た
め
に
は
、
親

と
の
親
密
な
関
わ
り
合
い
と
和
や
か
な
家
庭
生
活

が
と
て
も
大
切
で
す
。
豊
か
な
自
然
環
境
を
再
認

識
し
、
親
子
の
ふ
れ
あ
い
、
集
団
で
の
ふ
れ
あ
い
、

自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
を
通
し
て
自
主
性
・
協
調
性

を
体
験
的
に
学
ば
せ
る
事
業
、
「
親
子
ふ
れ
あ
い

歩
こ
う
会
」
を
開
催
し
、
楽
し
い
時
間
と
思
い
出

の
場
を
提
供
し
て
ま
い
り
ま
す
。

③
文
化
・
芸
術
活
動
の
推
進

　

児
童
生
徒
の
豊
か
な
感
性
や
情
操
、
創
造
力
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
等
を
養
う
、
文
化
・

芸
術
に
対
す
る
関
心
は
非
常
に
高
ま
っ
て
き
て
い

ま
す
。
主
体
的
・
創
造
的
な
文
化
活
動
や
文
化
交

流
の
中
で
自
ら
の
質
を
高
め
、
自
己
実
現
が
図
れ

る
よ
う
、
誰
も
が
文
化
活
動
に
参
加
し
や
す
い
環

境
を
整
備
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

そ
れ
と
と
も
に
、
伝
統
や
文
化
を
失
わ
れ
た
記

憶
と
し
な
い
よ
う
積
極
的
に
保
護
・
保
存
し
未
来

へ
伝
え
て
い
く
た
め
、
伝
統
継
承
者
の
育
成
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

生
の
芸
術
に
直
接
触
れ
る
こ
と
の
で
き
る
劇
団

四
季
の
利
尻
公
演
や
、
文
化
協
会
へ
の
支
援
な
ど
、

心
の
豊
か
さ
と
情
操
を
高
め
る
活
動
を
継
続
し
ま

す
。

　

南
浜
獅
子
神
楽
の
保
存
伝
承
を
継
続
し
、
保
存

会
の
協
力
を
得
な
が
ら
町
内
小
学
生
に
よ
る
活
動

を
推
進
し
ま
す
。

　

町
内
外
に
埋
も

れ
て
い
る
郷
土
資

料
の
収
集
、
調
査

を
継
続
し
て
行
う

と
と
も
に
、
町
民

の
皆
様
に
対
し
企

画
展
示
や
町
内
外

の
専
門
家
に
よ
る

講
座
な
ど
を
実
施

し
ま
す
。

　

指
定
文
化
財
の

保
護
や
啓
発
を
図
る
た
め
、
説
明
板
の
補
修
に
よ

り
町
民
や
観
光
客
に
対
す
る
周
知
を
行
な
い
ま
す
。

　

会
津
藩
北
方
警
備
ゆ
か
り
の
地
交
流
都
市
宣
言

10
周
年
を
迎
え
る
今
年
、
会
津
若
松
市
の
児
童
が

来
島
す
る
こ
と
か
ら
、
本
町
及
び
利
尻
町
児
童
と

の
交
流
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を

推
進
す
る
た
め
、
町
民
の
誰
も
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の

体
力
や
年
齢
、
技
術
、
興
味
・
目
的
に
応
じ
て
、

い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
い
つ
ま
で
も
安
全
に
ス

ポ
ー
ツ
に
親
し
む
こ
と
が
で
き
る
生
涯
ス
ポ
ー
ツ

社
会
の
実
現
に
向
け
た
環
境
の
整
備
を
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
の
よ
り
一
層
の
振
興
を
図
る
た
め
に

は
資
質
の
高
い
指
導
者
の
養
成
が
必
要
不
可
欠
で

あ
り
、
管
内
な
ど
で
行
わ
れ
る
研
修
を
通
じ
て
、

今
後
も
地
域
ス
ポ
ー
ツ
推
進
の
中
核
的
な
役
割
を

担
う
指
導
者
の
育
成
を
図
り
ま
す
。

　

利
尻
富
士
町
体
育
協
会
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
連

絡
協
議
会
等
と
連
携
を
図
り
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ
大

会
や
イ
ベ
ン
ト
を
積
極
的
に
支
援
し
ま
す
。

　

以
上
、
平
成
三
十
年
度
の
教
育
行
政
執
行
方
針

を
申
し
述
べ
ま
し
た
。

　

教
育
委
員
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
町
長
と
相

互
の
連
携
を
図
り
つ
つ
、
新
た
な
教
育
委
員
会
制

度
に
よ
り
そ
の
役
割
を
担
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
町
を
は
じ
め
と
し
て
関
係
機
関
と
連
携

を
深
め
な
が
ら
、
本
町
の
未
来
を
担
う
子
供
た
ち

が
た
く
ま
し
く
成
長
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ

う
学
校
教
育
の
充
実
と
、
町
民
が
生
涯
に
わ
た
っ

て
豊
か
に
学
ぶ
こ
と
の
で
き
る
生
涯
学
習
を
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。
町
民
の
皆
様
並
び
に
町
議
会

議
員
の
皆
様
の
、
な
お
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

二
．
安
心
・
安
全
な
教
育
環
境
の

　
　
　
　
　
　

整
備
と
支
援
の
推
進

三
．
生
涯
学
習
の
充
実
と

　
　

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
振
興

四
．
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
推
進



広報「りしり富士」6月号広報「りしり富士」6月号

科　　　目 予　算　額
■特別会計予算

平成30年度 平成29年度 比　較
124,222
208,047
63,481
58,267
393,116
53,236
335,188
502,951
56,660
72,337

1,867,505

89,847
203,291
69,897
68,680
494,562
48,139
330,288
484,760
57,991
72,560

1,920,015

38.3%
2.3%
9.2%
15.2%
20.5%
10.6%
1.5%
3.8%
2.3%
0.3%
2.7%

単位：千円 ■目的別歳出予算 単位：千円

科　　　目 予　算　額
■特別会計予算 単位：千円 ■目的別歳出予算 単位：千円

簡易水道事業特別会計
下水道事業特別会計
港湾整備事業特別会計
温泉事業特別会計
国保事業特別会計
後期高齢者医療特別会計
介護保険事業特別会計
介護サービス特別会計
歯科施設特別会計
国保施設特別会計

合　　　　計

一般会計の歳入・歳出予算額は…

　平成30年度の当初予算額は、前年度比9.7％の増となっております。特別会計の
合計18億6,750万円と合わせた町の予算総額は65億7,000万円で、平成29年度
当初予算と比較すると、約5.9％（3億6,500万円）の増額となります。

議 会 費
総 務 費
民 生 費
衛 生 費
労 働 費
農林水産業費
商 工 費
土 木 費
消 防 費
教 育 費
地方創生費
公 債 費
諸 支 出 金
災害復旧費
予 備 費

46,085
521,654
478,341
311,412

84
115,144
172,203
859,294
918,695
341,167
36,440
745,403
153,577

1
3,000

4,702,500

一般会計予算は？

平
成
三
十
年
度
の

　
　
予
算
概
要

　
　
　
　

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

平
成
三
十
年
度
の

　
　
予
算
概
要

　
　
　
　

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。歳入

△
△
△

△
△
△

4747億250250万円万円4747億250250万円万円47億250万円

●その他  9.2％
　434,137千円

●その他  10.4％
　489,944千円●繰入金  4.9％

　230,940千円

●町　税  5.8％
　270,499千円
●道支出金  6.8％
　319,051千円

●国庫支出金
　3.1％  145,066千円

●町　債  22.3％
　1,047,000千円

●地方交付税  46.8％
　2,200,000千円

●建設事業費
　26.6％　1,252,246千円

●公債費  15.9％
　745,403千円

●人件費  12.1％
　568,073千円

●補助費等  14.5％
　680,631千円

●物件費  11.6％
　547,085千円

●繰出金  10.1％
　474,925千円

歳出歳出
（性質別）（性質別）

合　　　計
10



広報「りしり富士」6月号広報「りしり富士」6月号

鴛泊駐在所  巡査長 平 田 卓 也 さん
　４月１日より鴛泊駐在所に赴任しました。これまでは、札幌東署に６年、旭川
本部に６年勤務していました。今回は念願であった利尻島勤務が叶いました。町
の皆さんに尽力したいと思います。地域の皆さまとの親交を深め、妻と６カ月の
娘と一緒に楽しみたいと思っていますので、よろしくお願い致します。

鬼脇駐在所　巡査部長 齊 藤 　 翼 さん
　鬼脇駐在所に赴任してきました齊藤翼です。妻と４歳の男の子、２歳の女の子
も一緒です。私がこの町に来て１番驚いたのは、強い風でもきれいな山や海でも
なく、人と人との繋がりを大事にする町民のあたたかさです。利尻島を後にする
警察官は皆「もっと島にいたかった」「また戻ってきたい」と言います。そんなあ
たたかい町民一人一人の安心と安全を守るため、仕事も遊びも全力を尽くします。

警 察 官ご 紹 介警 察 官ご 紹 介警 察 官ご 紹 介

町内新就職者紹介町内新就職者紹介
①出身地　②配属先　③趣味・特技　④今後の抱負

①利尻富士町
②利尻富士町役場
総務課　総務係
③バドミントン
④４月から新規採用として働き
始めて、早２ヶ月と少しが経ち
ました。まだまだ一職員として
も社会人としても未熟ですが、
職場や地域の方々から少しずつ
学んでいき成長していきたいと
思っています。ご迷惑をかける
ことも多いと思いますが、どう
かよろしくお願い致します。

工 藤 真 司 さん

①札幌市
②利尻富士町役場
会計課　税務係
③バレーボール、バスケットボー
ル、釣り、ゲーム
④この度会計課に配属になりまし
た、大和田と申します。入庁して
２ヶ月が経ちましたが、まだまだ
慣れていないことだらけです。早
く仕事内容を覚えて先輩職員の負
担を少しでも減らせるよう頑張り
たいと思います。
まだまだ未熟な職員ですが今後と
もよろしくお願い致します。

おお わ だ しんぺい

さ さ き ま いと しま あり さ

く どう しん じ

大和田新平 さん

①利尻富士町
②利尻富士町役場
教育委員会　企画管理係
③絵を描く事、利尻島散策
④指示される前に動き、ミスな
く仕事をこなせるように、早く
沢山の仕事を覚えたいです。
そして島の人達と関わり合いな
がら、文化的な取り組みを島の
内外へ発信していけるような活
動をしたいと思っています。

戸 嶋 有 紗 さん

①札幌市
②総合保健福祉センター
すこやか保健係
兼地域包括支援センター
③読書
④利尻富士町に来て２ヶ月が経ち
ましたが、業務も町の事もまだま
だ分からないことばかりです。地
域の方、先輩、周りの方には迷惑
かけてばかりだと思います。迷惑
をかけている分いつか恩返しをで
きたらと思います。信頼される保
健師になれるよう日々頑張ります
ので、これからよろしくお願い致
します。

佐々木麻衣 さん

11

ひら た たく や

さい とう つばさ



広報「りしり富士」6月号広報「りしり富士」6月号

　この計画は、利尻富士町が将来に向かって進むべき目標を定め、その実現に必要な施策を示しており、各分
野で策定する個別計画との整合性を持った、まちづくりを進めるうえで最も上位に位置づけられる計画であり、
行政運営や住民活動などあらゆる分野での総合的・計画的な指針としての性格をもつものです。

◆計画の構成
　基本構想・基本計画・実施計画の３部構成となっています。
　①基本構想
　　まちづくりの基本理念を示すとともに、利尻富士町の目指すべき将来像を実現させるための基本目標及び
　　施策の大綱を示しています。
　②基本計画
　　基本構想に示した将来像実現に向け、施策の大綱ごとに現況と課題を明確にし、推進すべき各種施策を示
　　しています。
　③実施計画
　　基本計画に示した各種施策を実現するための具体的な事業計画を定めています。
◆計画の期間
　計画期間は2018年度から2027年度の10年間としています。
　なお、近年の社会情勢の変化等に対応するため、基本計画及び実施計画は2018年度から2022年度までを
　前期計画とし、2023年度から2027年度までを後期計画として策定することとしています。
　また、実施計画については諸情勢の変化や進捗状況を点検のうえ、状況に応じ見直しを行うなど弾力的な実
　施を図ります。
◆利尻富士町まち・ひと・しごと創生総合戦略との関係
　2015年度に策定した利尻富士町まち・ひと・しごと・総合戦略では、「地域産業を活かした産業を育て、
　安定した雇用を創出する」「本町の魅力を発信し、新しい人の流れをつくる」「若い世代の結婚・出産・子
　育ての希望をかなえる」「安全で安心な住み続けたいまちをつくる」という４つの基本目標を掲げており、
　本計画との整合性を図りながら本計画の基本計画を補完する形で、並行して各施策を実施していきます。

◆利尻富士町の将来像
　本町が目指すまちづくりは、「町民が主役のまちづくり」を基本理念とし、住民と行政が共に協力し行動す
　る「協働のまちづくり」を進めていきます。
　そして住民一人ひとりがゆとりと豊かさを実感し、子どもから高齢者までお互いに支えあい、笑顔で暮らせ
　るまちづくりと、次世代に誇れる元気で安心なまちづくりを実現するために、利尻富士町が目指す将来像を
　次のとおり定めています。

◆施策の展開
　①基本目標
　　町の将来像「ふるさとを魅力あふれる宝の島に」を目指して、分野別の基本目標と基本目標に沿った施策
　　の体系を定めます。
　■基本目標１「豊かな自然と元気な産業を育てるまち」
　　本町には離島ならではの優れた地域資源や豊かな自然環境があります。
　　地域特性を活かした産業を育て、本町の魅力を内外に発信することで、基幹産業である水産業と観光業な
　　どの地盤産業の振興や雇用を創出するまちづくりを推進します。
　■基本目標２「笑顔で暮らせる、住み続けたいまち」
　　住民が笑顔で生活するため、住みよい生活環境の整備、福祉・医療サービス体制の構築、防災・防犯・交
　　通安全・消防体制の整備、交通網やライフラインの充実を図ることで、安全・安心の住み続けたいまちづ
　　くりを推進します。
　■基本目標３「ふるさとを支える、人の魅力があふれるまち」
　　まちづくりの基本は「ひとづくり」にあります。
　　若い世代の結婚・出産・子育ての支援や、地域の歴史・文化等の特性が生かされたふるさと教育の実践、
　　住民が互いに支えあい、住民参画のまちづくりを積極的に推進することで人の魅力があふれるまちづくり
　　を推進します。

計画の骨子計画の骨子

基 本 構 想基 本 構 想

将来像 ～ふるさとを魅力あふれる宝の島に～将来像 ～ふるさとを魅力あふれる宝の島に～

第6次総合計画  利尻富士町まちづくり創造総合計画を策定しました第6次総合計画  利尻富士町まちづくり創造総合計画を策定しました

12



広報「りしり富士」6月号広報「りしり富士」6月号
　②人口の将来展望
　　2015年度に策定した利尻富士町人口ビジョンにより、将来の人口を2040年に1,735人と試算しており、
　　目標年度である2027年度の人口を2,180人と想定しています。

　基本計画は、基本構想の3つの基本目標を22の大綱に振り分け、以下のとおりそれぞれの具体的な取り組み
を示しています。

基 本 計 画基 本 計 画

第1　豊かな自然と元気な産業を育てるまち第1　豊かな自然と元気な産業を育てるまち
１　水産業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４　林業
　漁場の生産力を高めるための取組み推進　など　　　山火事予消防活動の強化　など
２　観光業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５　雇用・労働
　観光客誘致施策及び宣伝の共架　など　　　　　　　雇用機会の拡充　など
３　商工業
　商工業者の持続的発展　など

第2　笑顔で暮らせる、住み続けたいまち第2　笑顔で暮らせる、住み続けたいまち
６　自然環境・土地利用（土地利用）　　　　　　　８　市街地整備（空き家（地）対策）
　合理的で適正な土地利用の促進　　　　　　　　　　空き家の実態把握　など
６　自然環境・土地利用（自然環境）　　　　　　　９　環境衛生（環境衛生）
　公園計画及び施設整備計画　など　　　　　　　　　葬苑の適正な運営　など
７　社会基盤（道路・除雪）　　　　　　　　　　　９　環境衛生（廃棄物の処理）
　道道の整備促進　など　　　　　　　　　　　　　　3Ｒの推進と物質環境システムの構築　など
７　社会基盤（空港）　　　　　　　　　　　　　　10　交通機関（海上・陸上・航空）
　利用の促進　など　　　　　　　　　　　　　　　　人の往来、物資の流通に係る条件不利性の緩和　など
７　社会基盤（港湾）　　　　　　　　　　　　　　11　情報・通信
　港湾整備計画の推進　など　　　　　　　　　　　　地域情報基盤の整備推進　など
７　社会基盤（治山・砂防）　　　　　　　　　　　12　消防・救急・水難救助
　国有林内の治山事業の推進　など　　　　　　　　　消防体制の強化　など
７　社会基盤（漁港・船揚場・海岸保全）　　　　　13　防災・防犯・交通安全
　漁港整備の促進　など　　　　　　　　　　　　　　町全体の防災体制の整備　など
７　社会基盤（上下水道）　　　　　　　　　　　　14　地域福祉
　簡易水道の整備　など　　　　　　　　　　　　　　あたたかな見守りと支えあいの推進　など
８　市街地整備（市街地整備）　　　　　　　　　　15　高齢者・障がい者福祉
　鴛泊市街地整備　など　　　　　　　　　　　　　　生きがいと社会参加の促進　など
８　市街地整備（住宅・宅地）
　持ち家取得や民間賃貸住宅支援の推進　など

第3　ふるさとを支える、人の魅力があふれるまち第3　ふるさとを支える、人の魅力があふれるまち
16　子育て・児童福祉　　　　　　　　　　　　　　21　地域コミュニティ
　子どもを安心して産み育てられる環境づくり　など　　　コミュニティ活動の促進　など
17　健康づくり（保健・医療）　　　　　　　　　　22　行財政（行政運営）
　各種保健事業の充実　など　　　　　　　　　　　　計画的・総合的な行政運営の推進　など
18　社会教育　　　　　　　　　　　　　　　　　　22　行財政（財政運営）
　生涯学習の推進　など　　　　　　　　　　　　　　計画的・効果的な財政運営の推進　など
19　学校教育　　　　　　　　　　　　　　　　　　22　行財政（広域行政・地方分権）
　実践的な学力を育成する教育の推進　など　　　　　広域行政・広域事業の推進　など
20　歴史・文化
　文化活動の推進　など

この利尻富士町まちづくり創造総合計画は、役場図書コーナー、鬼脇支所でご覧いただけます。
また、町のホームページ（http://www.town.rishirifuji.hokkaido.jp）でも公開しております。
■問い合わせ先　総務課企画調整係
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広報「りしり富士」6月号広報「りしり富士」6月号

　平成28年6月25日より旧利尻小学校跡地に建設された、利尻小学校・鬼脇中学校は、平成30年1月
31日に完成し、平成30年度（平成30年4月）より開校しております。
　小中併置校として新たなスタートを切った学校を、一部ではありますがご紹介させていただきます。

•利尻小学校・鬼脇中学校のグランドは隣接されている旧旭ヶ丘野球場を改修・整備し、学校のグラ
　ンドとして使用しております。
•今年度、新校舎周辺の外構工事と、前庭に地域の公園を整備する予定となっています

【利尻小学校・鬼脇中学校新校舎平面図】

利尻富士町立利尻小学校・鬼脇中学校利尻富士町立利尻小学校・鬼脇中学校
～小中併置校紹介～～小中併置校紹介～

1F 2F

【工事概要】
　•位置　利尻富士町鬼脇字鬼脇318番地
　•構造　校舎棟～鉄筋コンクリート2階建て
　　　　　屋体棟～鉄骨鉄筋コンクリート2階建て
　•規模
　　建築面積　　校舎棟～1609.11㎡
　　　　　　　　屋体棟～1156.96㎡
　　延べ床面積　校舎棟～3175.93㎡
　　　　　　　　屋体棟～1312.20㎡
　•事業費　　　総事業費～1.920.392千円

～利尻小学校～

～鬼脇中学校～
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　北海道利尻高等学校は昭和32年に開校し、平成30年に61年目を迎えます。利尻島唯一の高校として、
普通科と商業科の2つの学科を設置し、校訓である「順風剛健」のもと学業や部活動に取り組んでいます。
今回は商業科の特色について紹介します。

•「全道商業クラブ研究発表大会」参加
　　授業の中で、島の観光に関しての課題について調査や、利尻
　高校商業科が開発した「昆布せんべい」について研究したこと
　を発表しています。
・「北海道商業教育フェア」参加
　　全道の商業の授業を学ぶ生徒が札幌に集結し、地元の特産品
　や自校開発商品を販売しています。
・「利高商業フェア（キッズビジネスタウンりしり）」開催
　　全国各地の特産品を直接企業から仕入れ、島内の小学生と一
　緒になって島民の皆さまに実習販売会を行っています。

※「全道商業クラブ研究発表大会」「北海道商業教育フェア」は両
　町から支援を受けて参加しています。

１　商業に関する専門知識や技術の習得
２　社会人に必要なビジネスマナーや知識の習得
３　ビジネスに関する検定や資格へのチャレンジ

※３年間で取得できる主な検定
　簿記実務検定、ビジネス文書実務検定
　商業経済検定、珠算電卓実務検定
　情報処理検定、英語検定、漢字検定　等

　過去３年間の進路先は６割が進学、
４割が就職となっています。

　進学　　•国公立大学　１名　　
　　　　　•私立大学　　３名
　　　　　•専門学校　　７名
　就職　　•公務員　　　１名　　
　　　　　•民間企業　　７名

北海道利尻高等学校  商業科の特色について北海道利尻高等学校  商業科の特色について
広報「りしり富士」6月号広報「りしり富士」6月号

一

両

利尻
こと

産品品

•マーケティング分野…消費者が商品を買うまでの行動や意識などを
　　　　　　　　　　　調べて、新しい商品を開発したり値段を決め
　　　　　　　　　　　たりするしくみなどが学べます。　
•ビジネス経済分野……社会生活に欠かせない経済の仕組みを詳しく
　　　　　　　　　　　勉強します。「景気」や「経済成長」などニュ
　　　　　　　　　　　ースに出てくる言葉がたくさん学べます。
•会　計　分　野………会社が取引をする際の商品やお金の流れから、
　　　　　　　　　　　その会社の価値や利益などがわかる資料を作
　　　　　　　　　　　成する仕組みが学べます。
•ビジネス情報分野……会社で使われているワープロや表計算、プレ
　　　　　　　　　　　ゼンテーションソフトの使い方などコンピュ
　　　　　　　　　　　ータの知識を基礎から学べます。

※上記の商業を専門とする科目を全体の1／3学び、残り2／3は国語や数学等の普通科目を学びます。
　また、普通科と一緒の活動も多く、学校行事や一部の授業では合同で行っております。

商業科で学ぶ内容

商業科で身につける力

商業科で行う実践的な取組

卒業後の進路について



澤 田 知 仁
地域おこし協力隊員

地域おこし協力隊通信地域おこし協力隊通信地域おこし協力隊通信 vol.6
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　本格的な観光シーズンを迎える前の４月・５月には、バードウォッチング
の季節が到来し、利尻島に飛来する渡り鳥や留鳥を観察するため、国内はも
とより海外からのバードウォッチャーも増えたような気がします。特に今春、
クマゲラの活発な営巣活動を見て、改めて「クマゲラの島～利尻島～」を実
感させられました。
　登山やハイキング、サイクリング、バードウォッチング中の
水分補給などにも使える「利尻島エコボトル」、甘露泉水で淹
れるとおいしいドリップ式珈琲「甘露泉水専用コーヒー」を作
りました。「エコボトル」と「コーヒー」は、利尻島一周悠遊
ランニングで試験販売を予定しています。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　また、島のことを
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　知ってもらうため、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　学生サークル・団体
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　向けに利尻島フォトガイドブック「利尻ノススメ」を作
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　成しました。全国の若者に利尻島をもっともっと知って
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　もらえると嬉しいです。

広報「りしり富士」6月号広報「りしり富士」6月号

タイムスりっぷ

連載45
利尻島の古代を探る⑥～オホーツク文化の熊

　106年ぶりのヒグマ渡島かと騒がれている利尻島。明治45年の騒動以前にヒグマに関する記録は
ないか調べてみました。江戸時代の文献などに記載はないことから、利尻アイヌは熊送りをしてい
なかったようです。さらに古代に目を向けると、その痕跡は、５～９世紀のオホーツク文化期まで
さかのぼることができます。
　オホーツク文化の人びとは、アイヌ同様ヒグマを神
として崇め、自分たちの住む住居内にヒグマの頭骨を
置く祭壇（骨塚）をつくりました。ヒグマが生息して
いないとされる利尻島でも住居内から骨塚が見つかっ
ています。平成21年に調査した役場遺跡では、焼け
た状態で３頭分の頭がい骨と下あごが発見されていて、
オスの成獣ではないかと推定されてます（写真）。また、
過去に沼浦や亦稚貝塚（沓形）でもヒグマの骨が出土
しており、さらに亦稚貝塚では、トナカイの角にクマ
やクジラなどが彫刻された製品が見つかっています。
　では、当時の人びとは利尻にいないヒグマをどうやって入手したのでしょうか。研究者の間では、
仔熊の状態で持ち込み、集落内で成獣になるまで飼育し、熊送りを行なったと考えられています。
古代の利尻には、人とクマの共存が少なからずあったようです。

こつづか

またわっか

こ ぐま

＊○は、下あご部分＊○は、下あご部分

※記事に対するご意見など、ぜひお寄せください。（教育委員会  山谷 ： 電話82－1370）
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Q1 赤ちゃんがなかなか寝ないのはどうして？
A　生まれたばかりの赤ちゃんは、まだ昼と夜の区別がつきません。そのため生活リズムが取れず、夜中も
　起きて泣くことがあります。赤ちゃんの睡眠周期は40～50分のため、とても眠りが浅く、ちょっとした
　音でも起きたりします。

Q2 赤ちゃんは寝ないとだめ？
A　夜間睡眠中に成長ホルモンが分泌され、免疫力がつき脳の情報処理が整理されます。特に新生児（生後
　28日まで）～乳幼児では脳が著しく成長発達されます。赤ちゃんが寝ないと保護者も疲れ、育児に自信を
　なくしたり育てにくいと感じてしまうため、睡眠はとても大切です。

Q3 なかなか眠らないときはどうしたらいい？
A「これだ！」という原因はすぐには見分けられません。まずは一つ一つ当てはめていきます。①ゲップを
　だし、寝かせ方を変える。②授乳、ミルクを与える。③便秘はない？④部屋の温度湿度は？⑤笑顔で抱っ
　こ。⑥朝の光、夜の暗さのメリハリ。⑦体をくるむ。⑧絵本。⑨背中をトントン（ママの心音リズム）⑩
　体をさする⑪眉間をくるくるする。⑫大人が寝たふり。⑬ドライブ、散歩。

　育児は喜怒哀楽の連続です。保護者の方が少しでも気になることがある場合は、お気軽に保健センター
（☎82－2320）までご連絡をください！

666人の元気な人人の元気人の元気な

赤ちゃんを赤ちゃんを

紹介するよ！紹介するよ！

6人の元気な人の元気な

赤ちゃんを赤ちゃんを

紹介するよ！紹介するよ！

6人の元気な
赤ちゃんを

紹介するよ！

こんにちは！はじめまして　ボク、
えいじ。えーちゃんと呼ばれて
いるよ。
大好きなコトはうつぶせでいる
コトとお風呂に入るコトだよ。
最近のはやりはお口に何本指が
入るか挑戦するコトなんだ。皆
さんどうぞよろしくね。

H30. 2. 13 生
【両親】知仁・純子
【住所】本町

澤 田 英 治
さわ じだ えい

くん

はじめまして、あやこです。
2月22日午後2時、にゃんこの日に
生まれました。
お父さんお母さんが若くないので、
腕が痛い、腰が痛いってよく言っ
てるけど、どんどん成長していま
す。お兄ちゃんと公園に遊びに行
くのが楽しみなの。
声をかけてくれると嬉しいな！

H30. 2. 22 生
【両親】光徳・いづみ
【住所】栄町2

関 　 彩 子
せき こあや

ちゃん

みなさん、こんにちは！！齊藤若葉
です。お母ちゃんのおなかの中
でも生まれてきてからも、足をバ
タバタさせてとっても元気です！！
毎日のお散歩とお風呂タイムが
大好きなお父ちゃん似のわたし
を、みなさん、よろしくお願いし
ます。

H30. 2. 27 生
【両親】新・緑
【住所】鬼脇2

齊 藤 若 葉
さい ばとう わか

ちゃん

はじめまして！ 川村家三姉妹の末
っ子のかりなです♡
私がニコニコするとお姉ちゃん達
もすごくうれしいみたいで毎日い
ろんな歌をうたったり踊ったりし
てくれるよ♪お姉ちゃん達に負け
ないくらい元気いっぱい大きくな
るぞー！ みなさんどうぞよろしく
お願いします！！

H30. 4. 4 生
【両親】将太・一二美
【住所】栄町1

川村花里菜
かわ むら なか り

ちゃん

酒井家次男で双子の兄のかずま
です。お風呂は1番より2番が好
き！ 最近動きすぎて離れて寝てい
たはずが気が付いたら妹のゆき
ねとベッタリくっついてびっくりさ
れるの。お兄ちゃんに毎日チュー
されながら大きくなってるよ。
どこかで見かけたら声をかけてく
れると嬉しいな。

H30. 4. 19 生
【両親】宣人・弥夢
【住所】栄町2

酒 井 兆 真
さか まい かず

くん

酒井家長女で双子の妹のゆきね
です。初の女の子でパパは私にメ
ロメロ！！
お風呂はやっぱり1番でなくっち
ゃ！
兄のかずまより少し小さく生まれ
たけど鳴き声は兄よりパワフル！
私もお兄ちゃんに毎日チューされ
ながら大きくなってるよー。

H30. 4. 19 生
【両親】宣人・弥夢
【住所】栄町2

酒 井 雪 音
さか ねい ゆき

ちゃん

Q1 赤ちゃんがなかなか寝ないのはどう

保健師だより保健師だより『ママへのアドバイス～Sleep of baby』
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　平成30年が始まって早半年が経ちました。島では観光の
バスが多く見られるようになりました。夏の訪れですね。
　34日後には死亡事故ゼロが500日達成です。皆さん無事
故無違反で安全運転を心がけるようお願いします。
　広報についてご意見等ございましたら係までご連絡くだ
さい。

　　氏　名　　　　月　日　 年齢　 住所
神　ハツヱ　様　H29.12.６　91歳　秀峰園
小代　良子　様　H29.12.14　85歳　栄町１
八森　大介　様　H29.12.29　44歳　富士野
小山　トシ　様　H30.１.４　91歳　秀峰園
田原　邦子　様　H30.１.22　82歳　港　町
平野　祐代　様　H30.１.28　55歳　富士野
佐藤　ナツ　様　H30.２.４　99歳　秀峰園
長谷川　一　様　H30.２.13　58歳　野　塚
工藤　憲昭　様　H30.２.14　68歳　沼　浦
後藤　文夫　様　H30.２.15　88歳　栄町１
二階堂記代　様　H30.２.18　75歳　湾　内

　　氏　名　　　　月　日　 年齢　 住所
太田　宮子　様　H30.２.22　95歳　秀峰園
戸嶋　賢吉　様　H30.２.23　89歳　野　塚
間宮　光由　様　H30.３.３　90歳　秀峰園
岩木　富雄　様　H30.４.４　90歳　秀峰園
岩木　チヱ　様　H30.４.６　87歳　湾　内
小玉　サダ　様　H30.４.10　88歳　秀峰園
髙橋　勝也　様　H30.４.15　72歳　栄町１
佐々木定一　様　H30.４.17　91歳　野　中
佐藤　ふみ　様　H30.４.27　93歳　秀峰園
岸田サダヱ　様　H30.４.29　78歳　鬼脇２

◆お悔やみ申しあげます◆

　月　日　　 氏　名　　　　住所
H29.12.25　谷川　康祐　様　港　町
　　　　　末永ひとみ　様　港　町
H30.３.９　片山　俊希　様　栄町１
　　　　　三上　真愛　様　栄町１

　月　日　　 氏　名　　　　住所
H30.３.３　長谷川　大　様　富士野
　　　　　太田　朱香　様　富士野

♥ご結婚おめでとうございます♥

　　　保　護　者　　　　続柄　　　氏　　名　　　　　　　月　日　　 住所
澤田　知仁・純　子　様　長男　英　治（えいじ）くん　　H30.２.13　本　町
関　　光徳・いづみ　様　二女　彩　子（あやこ）ちゃん　H30.２.22　栄町２
齊藤　　新・　緑　　様　長女　若　葉（わかば）ちゃん　H30.２.27　鬼脇２
川村　将太・一二美　様　三女　花里菜（かりな）ちゃん　H30.４.４　栄町１
酒井　宣人・弥　夢　様　二男　兆　真（かずま）くん　　H30.４.19　栄町２
酒井　宣人・弥　夢　様　長女　雪　音（ゆきね）ちゃん　H30.４.19　栄町２

★お誕生おめでとうございます★

広報「りしり富士」6月号

世帯計女男

鴛泊

鬼脇

合計

人口のうごき（平成30年４月30日現在）

852

376

1,288

925

387

1,312

1,777

763

2,540

868

435

1,303

　今回から、町内で活躍している人や何かに一生懸命取り組んでいる人にスポットを当ててご紹
介いたします！第１回目は、さまざまな活動に積極的に取り組んでいる、柴田　瞳さんをご紹介
いたします！！
　柴田さんは、現在「Rふじっ子クラブ」、「わんぱく水泳教室」、「Let’s ダンス」で活動中です。
「Rふじっ子クラブ」では、放課後に小学校1年生から6年生の見守り、「わんぱく水泳教室」で
はインストラクターとして、指導をして行っています。
　また、「Let’s ダンス」では、『お年寄りや町の皆さんに喜んでもらいたい』という思いと、
『誰もやっていない事を始めたい！』という思いで始め、今では総勢42名で年間約10回以上島
内外で公演を行い、多くの方が楽しんでいます。ダンスをスポーツの一環として行っており、『マ
ナー・ルール・思いやりの心を大切にしている』と人間性の部分での指導も行っているそうです。
　今後も町内の子どもから高齢者のみならず、島内外のみなさんも楽しませる活動をよろしくお
願いします☆

柴 田 　 瞳さん
しば た ひとみ

今回から、町内で活躍している人や何かに一生
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